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 ごあいさつ                        

相模原市長 加山 俊夫  

 

皆様、こんにちは。ご紹介いただきました相模原市長の加山でございます。本日は大変お

忙しい中、「指定都市市長会シンポジウムｉｎ相模原」にお集まりいただきまして、誠にあり

がとうございます。 

このシンポジウムにつきましては、全国１９の政令指定都市で構成されます指定都市市長

会が主催するものでございます。毎年日本全国の各都市で数回、このようなシンポジウムを

開催しており、今回はこの杜のホール はしもとにおきまして、相模原市が共催で開催をさせ

ていただくわけでございます。 

本日は松沢前神奈川県知事、本市としましても小中学校の児童育成等でいろいろとお世話

になっております、小中学校ＰＴＡ連絡協議会の会長を務めていただいております、柴田会

長、そして明治大学の牛山教授にお越しをいただきました。大変多忙の中であるわけでござ

いますが、参加していただきましたことに御礼を申し上げたいと思っております。 

さて、戦後、現在の地方自治制度が定められて以来６０年以上が経過したわけでございま

す。その間わが国の社会経済情勢、そして市民生活が大きく変容しようとしているわけでご

ざいます。そういった中で、一貫して国によります指導、地方の協力という関係の下、国づ

くり・地域づくりが進められてきたわけでございます。 

現在、少子化・高齢化といった社会になりつつあるわけでございますが、まさに今まで日

本が経験をしてきたことのないような事象が現れつつあるということでございます。さまざ

まな制度や仕組みを根本から見直すとともに、地方自治体は自ら考え、行動しなければなら

ない。こういう時代に直面をしているのではないかと考えているところでございます。 

現在、地域のことは地域自ら

が決定する社会を目指しまし

て、ご案内の通り、政府が地域

主権改革を進めているわけで

ございますが、その一方で地方

からは「都構想」「州構想」等、

新たな制度を提案する動きも

活発化してきているわけでご

ざいます。先ほど申し上げまし

た１９の政令指定都市におき

ましても、地方が行うべき事務

の全てを政令指定都市が一元

的に担う「特別自治市」という、

新たな大都市制度といったものも提案をしているところでございます。 
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またご案内の通り、３月１１日の東日本を襲いました大震災、そして急激な円高。こうい

ったものの影響によりまして、日本の景気は不透明で先行きが見通せない、こうした混沌と

した状況にあるわけでございますが、活気にあふれた日本に、また地域に変えていくために

は、政令指定都市をはじめ地方自治体が権限と機能を生かし、地域経済のみならず日本全体

の景気を浮揚させていく。こういった大きな推進力が求められてきているのではないかと思

っているところでございます。 

このように地方自治がさまざまな面で着目されている今日、政令指定都市の一員といたし

まして、何を目指し、どのような活動をしていくのか、そして何よりも市民の皆さんと一体

となり、どのような都市をつくり上げていくかを考えていただく機会とするため、本日この

ようなシンポジウムを開催をさせていただくわけでございます。 

この後、「政令指定都市・相模原」を実現するために大変お世話になりました、地方分権論

者の第一人者でございます松沢前知事さんに、「地方分権時代と政令市相模原への期待」と題

しまして基調講演をいただくわけでございます。どうか皆さん、お楽しみいただきたいと思

っております。 

後になるわけでございますが、本日のシンポジウムが、市民の皆さんと行政が共に地域

の発展と市民生活の向上について考える機会となり、また本市が政令指定都市として今後ど

のような役割を果たしていくかについて考えを深めていただく機会となりますことを願いま

すとともに、 後までお付き合いをいただくようご案内を申し上げまして、ごあいさつに代

えさせていただきたいと思います。どうかよろしくお願い申し上げます。ありがとうござい

ました。 
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 基調講演                          

「地方分権時代と政令市相模原への期待」 

松沢 成文 氏(前神奈川県知事、筑波大学客員教授) 

 

皆様、こんにちは。お元気ですか。私はと

っても元気です。ご紹介を賜りました松沢成

文でございます。４月まで神奈川県知事を務

めておりました。この相模原地域にもよく足

を運んでおりましたので、皆さんにお目にか

かったことがある方も多いという風に思い

ます。今日は政令指定都市市長会のシンポジ

ウムｉｎ相模原ということで、地元相模原市

民の皆さんを中心にこんなに多くのご来場

を得て盛大に開催されますことを、まず心か

らお祝いを申し上げたいと思います。 

先ほど市長さんからもお話がありましたが、私は県知事として相模原市長の加山市長と一

緒に政令指定都市構想を進め、協議をし、実現をさせていただきました。そういう市長とは

同志だという風に思っております。また今日このあと、コーディネーターを務めていただく

明治大学の牛山先生は、地方分権のリーダー格の新進気鋭の学者さんでありまして、実は神

奈川県としてもいろんな審議会ですとか私のマニフェストの評価ですとか、こういうところ

でお世話になっている先生でございます。もうお一方の柴田さんは民間人でありますけれど

も、青年会議所の神奈川ブロックの理事長を、４、５年前かな、お務めになっていて、神奈

川県も青年会議所といろんなことをコラボレーションをしてやっておりますので、そのとき

からお世話になってまいりました。こういう素晴らしいメンバーの皆さんとともにシンポジ

ウムも参加をさせていただきます。 

私はそういう意味では今無職なんですね。県知事を辞めてしまいましたから公職にいる政

治家ではありません。ただ少し堅い仕事として、先ほどご紹介があったように筑波大学と明

治大学と神奈川工科大学と聖マリアンナ医科大学で客員教授などを務めております。若い学

生さんに地方分権の在り方について、私の経験を踏まえて今教鞭を執らせていただいており

ます。もう一つ、柔らかい仕事もやっているんです。実は吉本興業に所属しまして、これは

あとで話をしますけれども、エリアプロジェクト担当で今さまざまな仕事をさせていただい

ております。 

さて、 近神奈川県民の皆さんにお会いすると、「知事さん、何で急に辞めちゃうんだよ」

「どうしたんだ、この間の経緯は」「県民の皆さん、誤解している人が多いからちゃんと説明

してほしい」というご依頼をよくいただきます。実は私がこういうことになってしまった経

緯の中には地方分権という言葉がさまざま絡まって、今こうなっているんですね。今日はち
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ょっとその辺のお話をさせていただきたいと思います。 

私は、知事は権力が集中しているから長いことやってはいけないという持論を持っていま

して、実は神奈川県に多選禁止条例というのを全国で初めて作ったんです。いくら若くて、

かっこよくて、実力のある知事さんが当選したとしても連続３期までが限度ですよと。４期、

５期をやったら長くなりすぎて、権力が腐敗して、必ず県政がおかしくなるから３期１２年

が限度だという条例を作ったんですね。これもある意味で地方分権の、神奈川だけのルール

ですから、一つの大きな政策です。そんなことで長い間やってはいけないと思っていました。

しかし私はまだ２期だったんで、もう１期、３期までできるわけですね。この条例の中であ

ってもできるわけです。ですから、今年のお正月までは神奈川県知事３期目の準備をしてい

ました。 

お隣の某東京都の大物知事がいますよね。皆さん、よく知っている方です。２月になって

この知事さんから急に電話がありまして、「松沢君、俺はもうすぐ８０になる。体力的にも限

界だ。」というわけですね。ただ「無責任に、次に変な人になってもらっちゃ困るし、いろい

ろ探しても人がいないんだ」と。都知事の仕事は大変ですから。「もうおまえしかいない。俺、

辞めるから、とにかく東京都知事、次にやってくれ」というわけですね。「いや、そんなこと

言ったって私は神奈川県の皆さんに３期目やると。みんな期待していただいているので簡単

ではないですよ」と言っていたんです。「でも俺はもうやる気ない。とにかくあなたしかいな

いからやってくれ」と。「俺が辞めて、全面的にあなたを応援するから」と、そこまで言われ

ました。それからこういうことを言ってきたんですね。 

私は県知事の時代から首都圏連合をつくろうと言っていたんです。実は首都圏というのは

大きな大都会ですよね。東京、埼玉、神奈川、千葉、都市が分かれていないです。連坦して

いるんです。首都圏というのは一つの大都市なんです。それが広域自治体でも四つに分かれ

ている。大都市の行政なんだから、広域自治体として一つにまとまって首都圏連合をつくっ

てやっていったほうがよっぽど政策がスピーディーに、早く実行できるという風に訴えてい

たんです。 

そうしたらその石原さんはこう言ってくるんです。「君は首都圏連合を持論であれだけ言っ

てきたじゃないか。ようやくそれが動きつつあるんだ。そのど真ん中にある東京都知事にな

って首都圏連合を成功させれば、お世話になった神奈川県民の皆さんにもご恩返しできるじ

ゃないか」と。まあ、うまい言い方をしますよね。私も、確かにその通りだと。 

私は県知事として８年間、相模原に政令市を市長と一緒につくってきました。それから各

市町村に県のやっている仕事をどんどん移譲して、できるだけ近くの役場、つまり市町村で

物事が決められるようにしようという分権をやってきたんです。ですから県の仕事をどんど

んどんどん縮小してきたんです。 

私が知事になった８年半前、神奈川県の職員は１万２０００人いました。私がこの前４月

に辞めたとき、神奈川県の職員は何と７９００人に減りました。全国一の削減率です。それ

だけ神奈川県という役所を小さくしてきたんです。神奈川県がやっている仕事で市町村でで

きるものは、市町村に任せようということですね。それで神奈川県は小さくなります。 

でも広域自治体は要らないのかといったら、そうじゃない。国と市町村だけではものすご

く大きな中央政府になってしまいます。今よりも中央集権の国になってしまう。ですから大
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きな広域自治体をつくろう。これはよく道州制と言われていますよね。でも道州制はそう簡

単にできない。そこで、まず首都圏連合をつくって、首都圏で大きな広域自治体を目指そう

ということを言ってきたんです。 

石原さんはそこをうまくついて、「首都圏連合をやれば、君の大きな改革もいい方向に行く

じゃないか」というようなご依頼があって、私もここまで来たら大東京で勝負してみようと

いうことで立候補声明をしたんですね。 

ただ政治というのは怖いですね。何が起きるか分からない。石原さんと「俺は辞めて、あ

なたが出たら、あなたを応援するから」という男同士の約束なんですよ。もっと言ってしま

うと、この約束は千葉県の森田知事と埼玉県の上田知事と私と石原さんの４人で集まってお

互いに確認して約束したんです。じゃないと、私も裏切られると困りますからね。 

ただ政治というのは怖い。そうなったら今度は東京の石原さんの取り巻きが、もちろん議

会の議員さんもいるでしょうし石原さんをいろいろとサポートしている人たちが、ここで石

原さんに変わられてしまうと自分たちがやってきた政策がどうなるか分からない、という危

機感を持ったわけですね。当然です。 

例えば大きな中央市場を築地から豊洲に移す。何年も議論して進まなかったものを、よう

やく石原さんと都議会が組んで移転になりそうなのに、そこで土壌汚染が見つかったりね。

あるいは東京オリンピック招致。これも変な人が知事になって「オリンピックなんて無駄だ。

やめろ」なんて言われたら、今までやってきた人たちが「ふざけんな」となるわけです。石

原さんはそういう人たちにしがみつかれて「もう１期やってくれ。石原さんじゃないと俺ら

困るんだ」ということになって、石原さんも 後はよれよれになって、なんと１０日したら

「松沢君、やっぱり俺やることになった」と。 

何を言っているんだ、ふざけるんじゃない、と私は思いました。政治家同士があそこまで

確認し合って、千葉や埼玉の知事も一緒になって、首都圏連合構想で次の都知事選は松沢で

戦おうと、みんなで応援しようと約束したんですね。でも石原さんも政治家です。というか、

人の子ですよね。やっぱり今までお世話になった人にしがみつかれてしまうと、やるしかな

いと。何度も謝られましたけれども。 

私は、そのときはこういう不正義はあり得ないと。政治家がこういううそばっかりつくか

ら政治の信頼をなくすんだと。もう立候補声明をしているわけですから、ここは勝負してや

ろう、負けたっていい、この大物石原さんに闘いを挑んでみよう――とも思ったんです。 

ところがその直後に３月１１日。ぐらぐらぐらっと来ました。それからはもう大変でした。

防災服に着替えて、神奈川県災害対策本部長になって、災害対策本部会議を１日に２回３回

と断続的に開いて、私は県庁から出られなくなったのです。それから神奈川県の支援策を持

って、震災の１週間後ぐらいに被災地に入って、知事さんに会って「神奈川県ではこういう

支援策ができる。どうか？」という相談にも入った。 

私は４月２２日まではやはり知事です。３月１１日に地震が起きてしまった。この地震の

対策を神奈川県の災害対策本部長として責任を持ってやり遂げるというのが一番の仕事です

よね。それをなおざりにして、防災服を脱いで、「ちょっと、俺、東京にキャンペーンに行っ

てくるから――」と県庁を抜け出していたら神奈川県民に対する申し訳ができません。 

そこで、とき我にあらずと。今回はさまざまなことがあったけれども、これはこれで、自
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分の不徳のいたすところ。東京都知事選、神奈川県知事選出馬を諦めて、４月２２日まで地

震対策の 後のお務めをしっかりやって、もう一度一から出直そうと。こういう決断をして

今回公職を離れたわけなんですね。 

これまで県会議員６年、衆議院議員１０年、そして県知事８年と、ずーっと一度も落選す

ることなく政治の中にいました。でも逆に見ればこれはインサイダーなんですね。ずーっと

政治家ですから、政治の中にいるから、一般の市民・国民(の立場)から政治を見たことがな

かったんです。だから政治家に文句を言われても自分を正当化してしまうんですね。 

そうではなくて今度は一市民あるいは国民になって、政治の公職を離れていろんなことを

経験することによって、今国民の皆さんがどう政治を見ているか、あるいは市民の皆さんが

どう行政を見ているかと。市民・国民の立場からいろんなことを経験することによって人間

としての幅を広げたいなという風に思って、今いろんな活動をさせていただいております。 

私もしつこい性格ですから転んでもただでは起きません。実は４月２０日に吉本興業がエ

リアプロジェクトを始めるという、地域振興プロジェクトですが、記者会見があって、大き

なニュースになりました。私もインターネットで調べてよく見てみると、非常に面白いこと

をやり始めているんです。つまり吉本興業というのはお笑いのプロダクションですね。今何

百人というお笑い芸人を抱えて、これまでは大阪出発、東京で、いくつも自分たちの劇場を

持って、寄席をやったり新喜劇をやったりしてお笑いをやって、お笑い芸人をテレビに出し

て、それでもうけていた会社です。 

お笑いで日本中を元気にしよう、というのが吉本の社是です。吉本は来年１００周年です。

東京、大阪、大都会を中心にお笑いでどんどん大きくなって、今や一部上場企業ですよ。こ

うなったけれども、でも日本は全然元気になっていないと。むしろ今日本の元気がしぼんで

しまっていると。これは自分たちの何かやり方を変えなければいけないということで、吉本

はエリアプロジェクトを始めたんです。 

何をやるかというと、４７都道府県、住みます芸人プロジェクトを始めたんですね。４７

都道府県に一人ずつ、１組もありますけど、お笑い芸人を住まわせるんです。通うんではな

いですよ。住まなくてはいけないんです。それから吉本の社員を、神奈川県から一人、新潟

県から一人と各県一人募集して、芸人と組んでその県に住まわせて、二人でその地域、その

県のいいものを発掘させるんです。 

「こんなところにすごく面白いお祭りがあるよ」「駅前の商店街はシャッター通りが多いけ

れども、若い人たちが新しいプロジェクトを始めて、だんだん活気づいてきたよ」とか、あ

るいは「こんなところに秘境があるよ。都会の人、知らないでしょう。すごい観光資源にな

りそうだ」とか、いろんな地域のいい情報を本部に上げて、吉本の本部でこれは使えそうだ

とかどんどん分析していって、それをお笑いで使ったり、テレビに出したり、イベントをや

ったりしてあげて、その地域の活性化を図るんです。今、結構成功しているんですよ。 

私もその担当なんですね。私は吉本の社長に、素晴らしいと。結局中央集権では駄目なん

だ、地方分権をやらないと日本の国全部が元気になっていかないということに、吉本が会社

として気づいたんです。それを吉本がやり始めようということで、今プロジェクトをどんど

んやっています。 

私は吉本の社長に「松沢さん、興味があるんだったら１回会おう」ということで、食事を
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したんですね。そうしたら意気投合しまして、「松沢さん、ぜひとも手伝ってくれ」と。「今

は知事じゃないんだから、公職じゃないんだから、吉本に入ってくれよ」というわけですよ。

私は吉本に所属することにしたんです。ただ私はそういう意味ではお笑い芸人として入った

のではなくて、全然文化的ではないんですが、吉本には文化人枠というのがあるんですね。

ここに文化人とか大学教授とかスポーツ選手が所属して、吉本のバックアップでいろんな活

動をしていく。そこに入りまして、今この地域プロジェクトを担当しているんです。 

実は２週間前も西川きよし

さんと被災地を回ってきまし

た。吉本はすごいなと思うの

は、いろんな地域でイベント

をやるといまだに義援金を集

めているんです。つい１カ月

ぐらい前ですが、大阪で西日

本の物産展をやったんです。

熊本県のおいしいもの、福岡

県のおいしいもの、沖縄県の

おいしいもの――みんな、お

笑い芸人が探してくるんです。

どーっと大きなイベントをや

って、何カ所でもやるんですね。そこには吉本の芸人のトップクラスがみんな来てイベント

をやっていくのですが、その日だけでも７００万円集まりました。それを持って私と西川さ

んで被災地に義援金を届けに慰問して回るんですね。吉本はずーっとこれを続けているんで

すよ。素晴らしいことですよね。 

それから先日、浜松の市長さんと私と吉本の会長で記者会見をしたのです。新喜劇って皆

さんは知っていますか。各県か政令市とこの新喜劇を組んでやっていこうということで、今

まで熊本、鳥取、今度は浜松でやるんです。その市長さんや県知事さんも新喜劇にちょっと

出るんですね。そうやって新喜劇を各地でやることによって、地域の人たちに笑いを届けよ

うと。こういうプロジェクトもやっているんです。地方分権の重要性。私はまず自分で行動

したいと思いまして、しばらくこの吉本の地域プロジェクトをお手伝いしながら全国を回っ

てみたいなという風に思っています。 

さて、そんなことで知事を辞めて半年たちます。相模原が政令市になりました。政令市に

なる過程においては市の中でいろいろ議論がありました。おそらく市長さんも大変だったと

思います。これは相模原市にとっては大きな改革ですからね。 

地方分権でいろんな権限をもらいます。いろんな財源が簡単に来るかというと、国も県も

財源の移譲は渋りますから、結構厳しいんですよ。でも権限と財源が相模原に来たというこ

とは、もう一つ、責任も相模原が負うということです。うまく行かなければ、県から補助金

が来なかったからだとか、国がサポートしてくれなかったからだとか、ほかの人の責任にで

きないということですね。これを地方の自立というんです。権利を得ることではなくて、当

然責任もセットなんですね。そういうまちづくりをこれから相模原の行政と市民の皆さん、
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民間の皆さんが一緒になってやっていける。これがこれからの相模原だという風に私は思っ

ています。 

都市というのはいろんな要素があります。都市の要素を一部分に特化してしまうとすごく

いびつなまちになるんですよ。例えば企業城下町ってあるでしょう。大きな企業を誘致して、

あるいはその企業があって、そこに税収も雇用もまちづくりもみんなお願いして、おねだり

して市を運営しているという企業城下町というのがあるんです。でもその企業が傾いたり、

あるいは撤退したら、何にもなくなって、税も入ってこない。働く場もなくなってしまう。

まちがさびれてどうにもなんなくなるんですね。こういう頼り過ぎてしまっていびつなまち

というのがあるんです。 

実は私はワシントンＤ.Ｃ.というところで一年間暮らしたことがあるんです。ワシントン

Ｄ.Ｃ.というのは政治のまちです。アメリカ合衆国の首都です。ですからいる人は政治関係

者ばっかり。大統領府あるいは官庁の関係者。議会、さらには利益団体、研究所、そういう

関係者ばっかりですね。 

ワシントンのレストランは隣の席まですごく幅が空いているんです。随分広いところを使

うんだなあと思った。みんな政治関係者でひそひそ話をするでしょ。向こうの政党はこんな

ことを考えているみたいだぞとか、おまえどうだ、次の就職はこういうところに決まったか

とかね。政治の会話ばかりですよ。個室も多いんですが、一般のレストランのフロアもすご

く席が隣のテーブルまで空いているという特徴があるんですね。だからワシントンのレスト

ランはすごく殺風景です。みんな政治と政権交代に一喜一憂して生きる人ばっかり。政治関

係者ばっかりなんです。だからまちの雰囲気が暗いんです。その業界の人しかいないまちな

んですね。 

ところがちょっと電車で３時間、ニューヨークに行く。ニューヨークは移民が入ってきて、

いろんな人でまちを何百年かけてこさえてきたんですね。白人もいれば、黒人もいれば、ユ

ダヤ系もいる。ヒスパニックもいる。金融で働いている人もいれば、いろんなことをやって

いる人がいるわけですね。ですからまちはごちゃごちゃ。ごちゃごちゃというのは悪い意味

ではなくて、いろんな人が集まっていろんな業種があってまちを形成していますから、まち

に活力があるんですよ。ですからまちというのは、一つに頼って何かやろうとしてもまち自

体がおかしくなるし、それに失敗したときにはまち自体が消えてしまうんですね。 

さて、この私たちの相模原を考えると、そういう意味ではすごく可能性があるまちなんで

す。まずまちには産業がなくては駄目ですよ、皆さん。いい住宅地ばかりがあっても産業が

ないとまちは成立しません。例えば東京がものすごく大きくなって、東京に通うサラリーマ

ンの方ばかりが増えた時代が神奈川県にあったんです。横浜や川崎の北部に鉄道が延びてき

て、新興住宅地ができた。そうするとその市の経営はかなり厳しくなるんですね。というの

は、富を生み出してくれる産業がなくなって、人々が住む住宅だけになってしまって、そこ

で福祉の需要、教育の需要とお金がかかることばかりが生まれるわけですね。でもお金を生

むほうの産業がないから、まちの財政はどんどんどんどん厳しくなるわけです。 

相模原は大きな政令市になったので、もちろん住みよい、素晴らしい住宅地があり、みん

なが住みよいまちにすることは重要ですが、それと同時に基本は産業です。産業というのは

富を生むし、雇用を生むんです。そしてまちの活力になる。この産業をどうバランスよく相
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模原で育てていくか――ここが重要だと思います。相模原はその優位な条件を持っているの

です。 

まず工業力、技術力です。相模原には昔から誘致してきた大きな工場もあれば、その大企

業を支える素晴らしい技術力を持った中小企業がたくさんあるんです。でも皆さん、今は油

断できませんよ。この円高。電気料金がますます高くなる。ＴＰＰだとか自由貿易協定に入

れるかどうかごちゃごちゃして、政府が全然進められない。こうやって今の企業にとっては

厳しい条件が出てくると、これは六重苦と言われてますけど、今、日本の製造業がどんどん

どんどん海外シフトです。中国、台湾、インドに持っていったら――と出ていってしまう。

大企業だけではなくて、大企業が出ていったら、それと取引をしている中小企業も海外に進

出するかどうか迷い始めているんです。 

ですから日本の製造業を守るためには、政府はもっともっときちっと産業をサポートする

仕組みをつくらなくてはいけない。相模原は素晴らしい地盤を持っていますから、さらに新

しい企業を呼び込めるようにいい工業団地を造ったり、相模原に投資をする企業に対しては

いろんな優遇措置をつくったり、大企業と中小企業の連携を行政がサポートして、図ってあ

げたり、そうすれば中小企業もいろんなビジネスチャンスが生まれるわけですね。こうやっ

て産業誘致することによって、雇用が生まれて、遠くまで勤めに行かなくとも、地域で働く

場ができる。こうなりますよね。産業があって地域で働ける。地域に住める。人が増えてき

ます。そうすると必ず商業・サービス業の需要も出てきます。ショッピングセンター、ある

いはさまざまなサービス業もどんどんどんどん来てくれるわけですよね。 

もう一つ相模原の魅力は、こういう工業・商業・サービス業だけではなくて一次産業があ

るということなんです。多くの政令指定都市は、大都市の中心部が政令指定都市になってい

ます。例えば横浜市、川崎市、あるいはさいたま市、千葉市。政令市ですけれども、県の中

の県庁所在地の大都市のところが政令市になっています。そこには工業があったり商業があ

ると思います。あるいは住宅がある。でも一次産業はほとんどないんですよ。都市近郊の都

市農業でちょろちょろって野菜なんかを作っている農家はありますけれども。でも、相模原

には農業の集積もあるでしょう。もっと言ったら、相模原市は林業まであるんです。林業ま

で持っている政令指定都市は、おそらく全国で浜松と相模原と、あとは新潟ぐらいかと思い

ますよ。 

津久井４町が合併してまた相模原と一緒になったと。これはすごく議論があったんだと思

います。でも、ここをいい方向に生かせないかという風に私は思っています。津久井地域は

神奈川県の水がめですよね。９００万神奈川の多くの人の水を供給してくれている地域です。

この水を供給するためには、「ダムを造ればいい」っていうんじゃないです。緑のダムです。

森林をしっかり整備して、そして健全な森林を造って、雨が降ったら森林が一度水を蓄えて、

きれいにして川に流して、川でダムをせき止めて、水源調整をして、それを一般住宅の給水

あるいは工業用水に使っていく。この一つの仕組みなんですね。ですから水を供給するため

に一番重要なのは森を守ることなんです。 

でもこの森というのは、戦前、戦中、戦後に造林といいまして、木というのは燃料にもな

るしいろんなものを作れますから、「スギを植えろ」「ヒノキを植えろ」とたくさん植えてき

たんです。ところが、木材輸入自由化になってしまったら安い外材が入ってくるから、「日本
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の山なんかやったってもうからない」とみんなが言って、林業を拒否してしまったんですね。

それで日本の山はどんどん荒れてしまって、スギやヒノキが全然手入れされていない、幽霊

林のような荒廃した森林ばっかりになってしまった。日が入らないから下草も生えない。で

すから台風が来て雨が降ると、山は水を蓄えるどころかそのまま崩れて流れてしまうんです。

だから台風のあと、相模湖や津久井湖は木材で水面が埋まってしまうぐらいですね。こうい

う山になってしまったのです。 

今、地球温暖化対策、ＣＯ２対策でも森林は大切だということになりましたよね。森林はき

ちんと管理すれば資源にもなります。環境にも素晴らしい効果を持つんですね。私が知事に

なって、神奈川県として水源環境税という形で仕組みをつくって、県の財政がどんなに厳し

くとも、あるいは財政がいいときも悪いときも乱高下しても、森林を整備するためのお金は

毎年確実に出せるように水源環境保全税というのを作りました。それで今神奈川県の森林の

手入れを積極的にやっているわけですね。その一番の水源地がこの相模原市にある。私はこ

れも素晴らしいことだと思います。 

そういう意味で、先ほど言った都市としてのバランスがすごく取れているんですね。先端

的な工業あり、商業の集積もできてきた。サービス業、さらには農業。大消費地が近いです

から、都市農業としては非常に有利な点を相模原は持っているんです。そして林業ですね。

自然環境が豊かで、神奈川県の豊かな水をつくり出しているのがこの相模原ということです。

皆さんはこういう素晴らしい町に住んでいる、生活をしているということを誇りに持って、

これからの政令指定都市としての相模原づくりを進めていただきたいと思います。 

さて少し話を進めます。産業を活性化させるためには、あるいは人々に「ここに住みたい」

と言ってもらうためには、交通のネットワークをしっかりとつくっていかなければならない

と思います。まず道路交通ですけれども、さがみ縦貫道というものが東名の海老名からずー

っと相模原を抜けて、八王子を抜けて、関東一円を一周回るわけですね。成田空港のほうま

で行って、 後は湾岸道路になって川崎に戻れる。首都圏中央連絡自動車道、神奈川県では

さがみ縦貫道路というんですけど、こういう圏央道を県も一緒になってこれまで整備を進め

てきました。そして今度相模原に県道や国道の権限が移譲になるので、相模原も一緒になっ

てこの整備を進めるんですね。 

今東京に交通が集まりすぎますから、東京都心の首都高なんて一年中渋滞ですよ。首都高

速道路は名前を変えたほうがいいよね。あれは首都低速道路ですよ。それぐらい渋滞がひど

い。というのは、環状線がないからなんです。東北道だとか常磐道だとか関越道だとか中央

道だとか東名高速、全部が東京の都心に集まっていくんですね。大都会、大首都圏なんだか

ら、環状道路を造らなくては駄目です。そうすれば東名で入って、環状道路を使って東北に

車は抜けられるわけですよ。これを交通ネットワークというんですね。 

道路を造ることですから環境問題に配慮をしても、いろいろと反対もありましたがどうに

かあと５年ぐらいでさがみ縦貫道路ができる。そうすると、この相模原はじめ県央地域、あ

るいは湘南の地域はものすごく交通の利便性が高まります。まず、関東平野一円をにらんだ

物流の基地になってきます。環状道路ができるから、東京にも東名で首都高に出やすいし、

環状道路を使えば埼玉にもあるいは茨城にも千葉にも行けるわけですね。企業活動にとって

もこの地域は戦略的拠点になってきます。これが道路交通ですね。 
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それから実は東名高速も綾瀬にインターチェンジをつくります。横浜インターから厚木イ

ンターまでインターチェンジがなかったんですね。ですから座間とか綾瀬に住んでいる人た

ちは、目の前に東名高速が通っていても渋滞の一般道を通って、「横浜から乗るか」「厚木か

ら乗るか」と非常に不便だった。でも、綾瀬にインターチェンジができて、県道が貫いてい

ますから、藤沢、綾瀬、座間、相模原とまた１本新しいルートができるんですね。こうやっ

て道路交通の面でもきちんとしたネットワークができつつあります。 

それから鉄道であります。今、相模原地域にリニア中央新幹線の駅ができると。私も５年

間ＪＲ東海と、市長も一緒に行きましたが、何度も交渉してきました。これは画期的なこと

ですよ。ＪＲ東海は葛西さんという大物会長がいまして、「もう国に頼らない」と。国に頼っ

ても、国土交通大臣に何度要請にいっても、国というのは全国のバランスを考えますから、

「東海道があるでしょう」「なんでもう１本、中央リニアを引かなきゃいけないの」「国はそ

んなお金はありません」「まだ地方で整備が遅れている新幹線がたくさんあるんですよ。そっ

ちからですよ」となるわけですね。 

そんなものを待っていたら２０年、３０年たってしまう。だからＪＲ東海は一切公的資金

を使わずに、「国が支援してくれないのなら結構」「自分たちは民間資金でリニア中央新幹線

をやってみせる」と。素晴らしい心意気ですね。私はこういう企業が増えてこそ、初めて日

本は元気になると思っているんです。 

何か事業をやると、「市はいくら補助金くれるの」「県の補助金ももらえないんじゃ、こん

なことできないや」「国も手伝ってくれないんじゃ、絶対無理だ」と、まずそこで諦めてしま

う。 

今いろんなファイナンス

のやり方がありますから、

ＪＲ東海のように自己資金

だけでなく民間からお金を

集めて、東京―名古屋―大

阪間を１時間で結ぶんです。

名古屋まで品川から４０分

ですよ。通勤者ができます

よね。こだまやひかりでは

なくてのぞみが持っている

機能はみんな、リニア中央

新幹線に行きます。そして

リニア中央新幹線は各県に

一つずつ駅を造ろうとなっ

た。神奈川を通りますから、「神奈川は相模原でいこう」ということで市長とも相談をして、

国とも相談して、ＪＲと相談して、その方向性が決定しました。これから具体論に入ります

けれどもね。相模原地域にリニアの駅ができる。そうなったら名古屋まで４０分かからない。

皆さん、夢のような話でしょう。大阪まで１時間で行けるんですよ。相模原が拠点なんです

ね。 
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もう一つ、東海道新幹線。東海道新幹線も新横浜から小田原までの駅間が、今東海道新幹

線の中で一番長くなってしまった。ここの寒川の倉見というところに東海道新幹線の新駅を

造るんです。そうするとこのあたりの人は便利になりますね。 

リニアの新幹線の新駅を相模原に造る。そして東海道新幹線の新駅を倉見に造る。そこと

横浜線や相模線でつなげるわけです。そうすると神奈川県は北のゲート・南のゲートができ

て、そこをまたきちんとつなげば県北、県央、湘南地域はものすごく便利になります。東京

に出るのにも、あるいは名古屋、大阪に出るのにもですね。今、そういう鉄道のネットワー

クをつくっていこうという計画をしています。 

一般の民間鉄道では、例えば今、加山市長が一生懸命訴えている小田急多摩線の唐木田方

面から相模原のほうへの延伸ですよね。将来相模原を横断して、愛川のほうまでつなげられ

ないかという構想もあります。そうすると鉄道過疎地に鉄道が通って、今までバスで横浜線

の駅に出ていたという人も新しい鉄道駅にアクセスができる。こういう可能性も出てくるん

ですね。 

こうやって道路交通はもちろん企業の活動にとってもものすごくプラスになりますし、新

幹線の新駅あるいは新しい鉄道の敷設というのは、この地域の人がいろんなところに出かけ

るときにアクセスが良くなるわけですね。こういう大きな事業も相模原では予定をされてい

るというところであります。 

さて今まで産業とか道路、交通という少し堅い話をしてきましたけれども、 後に……。

相模原が本当に活力のある、住んでいてよかったなとみんなに思ってもらえる都市になるに

は、ソフト――地域のコミュニティーの活性化というかコミュニティーづくりを、市民の皆

さんが行政と一緒になって、あるいは民間のＮＰＯや企業の皆さんと連携して、いかにつく

り上げられるかだと、ここにかかっているという風に私は思います。いくら駅ができたって、

いくら企業が来たってそれだけでは駄目なんです。そこに暮らしている人たちの輪ができて

こないと都市砂漠になってしまうんですよ。 

例えば隣に誰が住んでいるか知らない。アパートの隣の独居老人が亡くなって、１カ月も

２カ月も誰も分からない。なんか死臭がして臭いと思って開けてみたら、もう亡くなってか

ら３カ月たっていたと。こうした事件が今の都会では増えているようです。 

そうじゃない。お隣に住んでいる人とは必ず何かコミュニティーの触れ合いがある。こう

いう町にしなくてはいけないんですね。向こう三軒両隣だけじゃない。町内会、あるいは小

学校の学区の単位、あるいは行政区の区の単位でみんなの輪をつくれるか。ここが勝負だと

私は思います。それをやるのは皆さんなんですね。 

例えば一つ例を出すと、今全国の小学校でコミュニティースクールという実験をやってい

るんです。学校というのは生徒と先生たちだけのものではないはずだと。学校というのは、

もちろん税金でつくっているんだから授業をやるときは生徒と先生が主役だけれども、でも

その学校を支えるＰＴＡがあったり、あるいはその学校区の中で皆さんが学校の運営を支え

るためのグループをつくって、それで皆さんが校長先生や教員の人たちと、あるいはＰＴＡ

の人たちと、そして地元の地域の人たちが一緒になって学校の運営について議論をしてやっ

ていこうと。こういう動きが全国で始まっているんですね。 

この前、横浜の小学校を視察したときは面白かったですよ。民間の先生たちがたくさんい
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るんです。地域で中小企業で頑張っている社長さんとか、地域で商店街の活性化に取り組ん

でいる若い人たちとか、地域でサークルをつくってお年寄りの福祉のお手伝いをしている人

たちとか、こういう人たちがみんな学校の先生になって１週間に１回ぐらい来るわけです。

それで小学校のときから小さな子供たちに地域のこと、あるいは高齢者の生活のこと、ある

いは中小企業のいろんな活動のことを教えているんですよ。 

そうすると、子供たちは漠然と勉強だけをしているのではなくて、「ああ、自分も大人にな

ったらこんなことをやってみたいな」とか、あるいは「こういうことに興味を持ってみたい

な」という風にだんだんと心が育っていくんですね。そうやって地域の小学生をみんなで教

育していこうと。これは地域のコミュニティーの活動ですよね。ほかにもたくさんあると思

います。特に福祉や教育、まちづくりで地域の皆さんが行政と連携して、あるいは地域の民

間団体、ＮＰＯや企業と連携していろんな動きをやっていく中で、まちはにぎわいもできる

し、そしてコミュニティーができるんですよね。 

私は県知事のときにこんなことを一つ提案したんです。中国に旅行をした方はたくさんい

らっしゃると思います。朝早く起きると公園にご老人がみんな集まって太極拳をやっている

でしょ。知ってます？あれはコミュニティーの醸成機能をものすごく持っているんです。 

毎朝ご老人の方が公園で会うんですね。３日、４日来ないと、「あら、あの人どうしたのか

しら。なんか具合が悪いのかしら。ちょっとアパート、訪ねてみよう」になるんですね。太

極拳は呼吸法からやるからすごく体にいいんで、それ自体は健康にもいいんですよ。でも単

に体操をするだけではなくて、毎朝地域の高齢者が公園で顔を合わせることによって、何か

異変があったら気づくし、そして太極拳が終わったあと必ずおしゃべりをするわけです。い

ろんな地域の話題、あるいは家族の悩み、みんなでおしゃべりし合って、ある意味で支え合

い、助け合うんですね。 

こういうことを神奈川県でもできないかということで、私は知事のときに、地域で朝集ま

って高齢者が一緒に体操をやろうと。ラジオ体操でもいいと。これもコミュニティーの活動

の一つですね。こういうまちづくりのソフトの部分は皆さんがそれぞれ地域で考えて、活動

をスタートさせればいいわけで、ぜひともそこを大切にしていただきたいと思います。 

特に、 後ちょっと口幅ったくいいますが、政令市になると非常に大きな基礎自治体にな

ります。だから市役所あるいは市議会との距離はちょっと遠くなるわけです。前は、城山町

の人は城山役場で住民票を取ったりいろいろとやっていましたね。すぐ近くに役場があって、

町議会があった。でも今度は合併して大きくなって相模原になると、相模原市役所、相模原

市議会はちょっと遠くなるわけです。 

そこで行政区というのをつくっています。でもその行政区というのは、単に市役所や市議

会が決めたことを命令して処理するだけの行政区になってはいけないんです。例えば中央区

とか緑区とかありますよね。ここでみんなが議論して、いろんなことを議論し合って、自分

たちの町の方針をみんなで議論して、それを市長さんに上げたり、その区選出の市議会議員

に託して相模原でいろいろ議論をしてもらって、各区の特色にあった行政を進めてもらうよ

うにしなくてはいけないんですね。ですから行政区というものをいかに活性化させるかって

いうのがこれからのポイントではないかなという風に私は思います。 

私もいろんな政令市を回っていますが、行政区に結構権限を移譲して、行政区でいろんな
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議論をしてもらって、行政区から上がってきた意見を尊重している政令市はやっぱり生き生

きとしてますよね。行政区を単なる市役所の下部機関みたいに位置づけて、処理するだけみ

たいなことをやっている政令市は中央集権になりすぎて、やっぱり地域の活力がなくなって

きているように私は感じています。そのあたりも今後の相模原の大きな課題だという風に思

います。 

ほかにも、相模原は基地があるんですね。相模総合補給廠、あるいは米軍の住宅、あるい

はキャンプ座間も相模原ですね。これから米軍との関係がどうなるか。私もさまざまな議論

をしてきましたが、米軍再編の中で基地の返還というのも行われる可能性があります。その

ときに返ってきた基地をどんなふうにまちづくりに使っていくかというのもこれから重要な

ポイントだと思いますね。 

これは国に１回返るわけだから簡単にはできないんですけど、それを民間に売却すればい

いという発想ではなくて、やはり市としてこの大きな種地ができるわけですから、そこを公

園に使うのか、あるいは駅のすぐそばだったらもっと有効な使い方、再開発に使うのか。い

ろんな議論があると思います。それも皆さんで意見を上げて議論して、新しい相模原の姿に

変えていっていただきたいなという風に思っております。 

思うがままに相模原に対する期待をしゃべらせていただきました。将来、やはり基礎自治

体が一番重要だと私は思っています。地方分権の 大の受け皿というのは県ではないんです。

今までは国と地方が戦って、「地方に権限をよこせ」とやっていました。でも本当の地方分権

の 終形の姿は、国から地方に来た、でもその地方でやることのできるだけのことを基礎自

治体でやってもらう。それは住民に近いからです。県庁まで来るのは遠いでしょう？相模原

の市役所で済んだほうがよっぽど住民にとってはある意味で楽だしね。 

横浜、川崎、相模原、大きな政令市ができた。神奈川県のほかの自治体もできるだけ広域

で連携して、基礎自治体が力をつけてもらう。そうすれば県は小さくなりますね。今どんど

ん県を小さくしてます。でも広域行政が要らないというのではなくて、小さくなった県は今

度は首都圏全体で大きな広域行政体としてまとまる。州という名前がいいのか分かりません

けれども。そしてそこに国がやっている仕事をいただくんです。 

そして国は小さな政府にす

ればいい。国でなくてはできな

い仕事を国にやらせればいい。

今は、本当は県がやるべき仕事、

あるいは市がやるべき仕事も

多くは国が独占している。先進

国ではこんないびつな国はな

いですよ。みんな分権していま

す。そういう改革をこれから進

めていかなくてはいけない。 

でも皆さん、平時の改革は一

番大変なんです。平時は今のシ

ステムに全部既得権があるか
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ら、そこにしがみつく人は全部反対するんですね。そうですよね。 

例えば「県から州にいきますよ」ってやろうとしたら、まず県の職員も反対です。「俺の仕

事なくなっちゃうの？そんなの嫌だよ」。県議会も多分多数派は反対でしょう。そこから議論

を始めてコンセンサスをつくるんですから大変な政治の作業です。でもそれをやっていかな

くてはいけないと思っていまして、私も加山市長はじめ皆さん方にご指導をいただきながら、

そういう日本の大きな行政の改革に取り組めるようにこれからも頑張ってやっていきたいと

いう風に思っております。 

後に一つ、自分の宣伝になって恐縮ですけれども、あしたから私はテレビのレギュラー

番組を持つことになりました。ＭＸテレビという東京のテレビですけれども、神奈川県のこ

のあたりは入ると思います。チャンネルでいうと８チャンネルの隣、９チャンネルですが、

東京ＭＸテレビで「日本の標」という番組を担当させていただきます。朝の１１時～１１時

半まで、あしたが第１回目です。ただ明日、私はひどい顔をしてます。というのは、メーク

さんがこの七三に分けたおじさんみたいな髪型を変えていいですかっていうわけです。そう

したらこんなめちゃくちゃな髪型にされて出ますので、あしたは皆さん、見て、笑っていた

だきたいと思うのです。 

議論して、「日本の標」というタイトルにしたんですね。しるべというのは目標、指標の「標」

という字です。今我々の国は目標がなくなっているんです。目指すべき指標、ビジョンがな

いんです。だからみんな路頭に迷って、何をやっていいかが分からない。それで日本全体が

停滞しているんですね。ですから私の番組では各界で活躍している元気のいい方、中小企業

のベンチャーの社長さんとか、あるいはスポーツで世界的に切り込んでる方とかそういう方

を呼んで、対談をして、そして視聴者の皆さんに元気を与えていただく。そんな番組にして

ますので、ぜひともご覧になっていただければと思います。 

ちょうど時間となりました。今日は本当にお招きいただいてありがとうございます。これ

からは牛山先生を中心にいろいろと具体的な議論をさせていただきたいと思います。本当に

素晴らしい相模原の今後のますますの発展をご祈念いたしまして、基調講演に代えさせてい

ただきます。皆さん、ご清聴どうもありがとうございました。
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 座談会                           

「市民自治に根ざした自立分権都市」 

■■ コーディネーター ■■ 

牛山 久仁彦 氏 明治大学政治経済学部教授 
 

■■   出 演 者   ■■ 

 松沢 成文 氏  前神奈川県知事、筑波大学客員教授 

 柴田 正隆 氏  株式会社ウィッツコミュニティ代表取締役 
(相模原市立小中学校ＰＴＡ連絡協議会会長) 

 加山 俊夫 市長 
(文中敬称略) 

 

牛山 皆さん、こんにちは。先ほど松沢前知

事からご講演をいただきまして、相模原市が

これから政令指定都市としてどんなふうに歩

んでいくのか、発展していくのか――さまざ

まな問題提起をいただいたかと思います。こ

のシンポジウムではそういったお話も踏まえ、

さまざまな課題、そして今ご紹介いただきま

したように市民自治に根ざした自立分権都市

ということで、産業の発展やあるいは地域の

振興、それに加えて福祉や子育て、まちづく

りを進めていくのか、それをふまえて、どん

な風にこの相模原市が政令指定都市として発

展していくのかなどについて、さまざまな観

点からお三方にお話を伺っていきたいと思っ

ております。なお、先ほど質問票を皆さんに

お配りいただき、また回収もさせていただい

たかと思います。いただいた質問につきまし

ても、限られた時間ではありますがお答えい

ただくようなことでお三方にもお願いをして

ございますので、併せてよろしくお願いした

いと思います。 

自立分権都市という風な言葉が出てまいり

ました。ちょっと堅い言葉ですけれども、一

つには、国や県と連携をしながらこの日本の

国をつくっていくわけですけれども、その中

の「自立」とは何を意味するか。行政は、地

域の生活に根ざして、様々なサービスを供給

したり、あるいはまちづくり、地域づくりを

していくわけですけれども、それらについて

いちいち県や国に問い合わせないと何もでき

ないというのではなくて、市民が考えたこと

や困っていることを、市役所の職員の皆さん

とも議員の皆さんとも考えていく中で、決定

し、実行していく。余計なご負担を国や県に

かけるのではなく、自分たちで、しっかりと

まちづくりをしていくということがあるのか

なという風に思います。また、合併をし、政

令市として大規模な自治体になるなかで、市

内のそれぞれの地域が生き生きと自立してい

く、そうした意味合いが込められていると思
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います。そうした意味で、この自立分権都市

を一体どんな風に創っていけばよいのか。こ

ういったことにつきましてお三方から一言ず

つ、自己紹介も含めましてお話を伺っていき

たいと思います。それでは一番手前、松沢前

知事からお願いしたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

松沢 先ほどは失礼しました。松沢です。引

き続きよろしくお願いいたします。牛山先生

から自立分権都市が目指す姿と。何となく分

かる名前ですけどもすごく難しいイメージが

ありますね。自立分権都市。 

まず、地方自治というのは、教科書的にい

うと団体自治というのと住民自治というのが

あるという風によく解説されています。団体

自治というのは、地方自治体としてどういう

権限を持って……例えばどうやって税を集め、

どういう権限をいただいて、それで行政をや

っていく。市町村としてはこれを国や県から

できるだけ独立をしてやっていく。これを団

体自治というんですね。もう一つ、地方自治

に大きな要素があって、私も講演の後半で話

しましたけれども、住民の皆さんがまちづく

りに参加して自治を進めていくという意味で

の住民自治。これもまた重要なんですね。 

 ですから先ほども申し上げましたが、相模

原の現状というのは、団体自治としては政令

指定都市になってある意味で以前よりもさら

に充実した形が出来上がったわけですね。県

からも千幾つの権限の移譲がありました。財

源も今までよりは少し大きくなっています。

牛山先生がおっしゃるように、県を通さなく

ても自分たちで決定ができる、あるいは直接

国とも交渉ができる――こういう強い基礎自

治体になったわけです。 

ただ先ほど何度も口幅ったく申し上げまし

たけれども、これはゴールでなくスタートな

んですね。この新しい政令指定都市制度の中

でどうやって住民自治を形作っていくか、こ

れを推進していくか。これができて初めて相

模原は都市として成熟し、ゴールになってい

くんだろうと思います。 

繰り返しになりますが、そのポイントは行

政区というのを３つつくっています。相模原

も、人口７０万人の相模原に一つの役所・一

つの議会だけでは基礎自治体としても遠すぎ

るんですね。ですからその中に行政区をつく

って、地域的に分担をしてやっていこうと。

しかし行政区には区長がいたり区議会議員が

いたりするわけではありません。行政区選出

の市会議員さんがいる、あるいは区長さんと

いうのを相模原の市役所職員の中から来てい

ただくという形になると思いますから、そう

いう意味では区に完全な自治体としての自治

権があるわけではないのですが、相模原とい

う権限を持った大きな政令市の中で、その中

の分権の受け皿として区ができてくるという

ことですね。 

私の提案ですが、もうできているのかもし

れませんが、区民の皆さんが区のさまざまな

行政について議論をしたり、あるいはその議

論をした結果を提言したりする区民懇談会な

どのボードをつくっていくべきだと思います。

そこで特に福祉のこと、あるいはまちづくり、

教育のこと。さまざまその区の地域事情があ

るでしょうから、相模原も多様ですから……、

一番南は何区っていいましたっけ？ 

柴田 南区。 

松沢 そして中央区、緑区ですね。ですから

中央区や南区と緑区は地形もかなり違います

ものね。抱えている課題も違うと思います。

そういう区民懇談会のようなものでいろいろ

と議論をして、それを市に伝える。もちろん

そこにはその区選出の市議会議員さんにも入

っていただいたほうがいいと私は思います。

おそらくそういう実践がなされていると思い

ますが。そんな形で団体自治。これはシステ

ムですね。ハード。そして住民自治というソ

フト。この両方がしっかりと車の両輪になっ

て前に進んで、相模原というのは本当の意味

での自立分権都市、成熟した都市になってい

くという風に思っています。 
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牛山 ありがとうございます。今お話があっ

たようにこれから地域自治を進めていくとい

うことですね。そのための相模原市のシステ

ムや制度については、後ほど加山市長からも

お伺いしたいと思います。 

柴田さん、今の自立分権都市のお話を伺っ

て市民のお立場、ＰＴＡや企業活動をされる

お立場からのお話しもお願いいたします。 

柴田 私は専門家ではないので、私がさまざ

ま取り組んできた地域活動ですとかＰＴＡ活

動、または小さい会社を経営しておりますの

で中小企業の立場から少しお話をさせていた

だきたいと思います。 

自立分権都市を目指すという上で私が感じ

る一番の課題というかポイントは、住民の

方々、市民の方々をどういうふうに巻き込ん

でいくのかという仕組みづくりではないかと

いう風に感じております。例えば今日こちら

にお越しの皆さんは、堅い「自立分権都市」

というテーマにもかかわらず土曜日の忙しい

中をこうやってお越しいただくわけですね。

こういう方々をいかに増やしていくか。 

そういう取り組みとしまして、私は青年会

議所というところに所属をしておったのです

が、公開討論会であるとか市民討議会という

ものを実践してまいりました。ただしそこに

来られる方も本日来られている方々と同じく、

やはり意識が高かったんですね。こういう場

所に来られないような方々にどういうふうに

参画意識を持たせていくかということを考え

ていくことが、とても肝になってくるのかな

という風に感じています。 

極端な話ですが、私もこんなお話を聞いた

ことがあるんですね。税金を直接役所に市民

全員が持っていったらどういう風になるだろ

うか。これは徴税の仕組みとかはとても大変

らしいのですが、端的に、皆さんが今払って

いる税金を源泉徴収という形でお給料明細か

ら引かれるのではなく、県民税とか固定資産

税という形で銀行で払うのではなく、市役所

とか県庁に払いに行ったら、参画意識とか、

税に対する……税源、財源というのが政治・

行政そのものですから、そういうものが随分

変わってくるのではないかと私は考えており

ます。 

極端な話になりますが、そんなものも含め

まして、この場に来られない方、この場に来

ようという意識のない方々をどういう風に

「行こう」「やろう」と。そしてその先に自分

たちが参画すれば実はこのまちは変わるんだ、

この地域を変えることができるんだという実

感をどういう風に持ってもらえるか。こんな

仕組みがとても大切だと思っています。 

 

牛山 ありがとうございます。税金を一人ひ

とり役所に持っていくなんていうと行政職員

の人は目の前がくらくらしてしまうのではな

いかと思いますけれども、非常に面白い視点

ですね。税金の使い道がどうなっているのか

について関心を持つことは、やはり大事だと

思います。 

さて市長、自立分権都市ということで、合

併のときからこういうスローガンを掲げて今

日まで来ているわけです。政令市になるにあ

たって、先ほど松沢さんのほうからお話もあ

りましたように、大きくなることによる弊害

をどうやってなくしていくか、解消していく

かという視点があったかと思います。相模原

市は、区役所、それから区民会議、まちづく

り会議、さまざまな制度設計がされてきまし

た。この点なども踏まえて自立分権都市さが

みはらが、これからどんな風になっていくの
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か。こんなところをお話しいただければと思

います。 

加山 相模原というのは戦後に生まれて、本

当に短い期間で政令市までたどり着いたわけ

でございます。その間、なぜそうなったのか

ということを振り返ってみますと、やはり急

激な都市化といいましょうか。それに伴い市

民の方々の行政に対するニーズが多様化して

きます。一番大事なことは超高齢化社会とい

いましょうか、そういったことに伴いまして

福祉費の増大をどのようにまかなっていくの

かということが、特に自治体に課せられた大

きな問題であるのではないか。これは日本全

体に言えることなんでしょうけれども、だか

らこそ今、社会保障制度と税の一体改革等が

進められているわけでございます。ただ、こ

こも国の制度だけではなく、実務を担当して

いる基礎自治体としてどう考えるかというの

が大きな問題だと思っています。 

そういった中で、安心・安全に暮らせる、

地域に住んでいていいなと思えるような地域

社会をつくるということが基礎自治体の一番

の課題だと思っております。相模原の地域に

あった行政サービスをどのようにしていくか

というシステムをつくっていく。無駄をなく

したり、効率のいい行政サービスということ

の中で合併がなされたりと。また権限ですと

か財源がすべて来るわけではないわけですけ

れども、より裁量権があり、財源確保ができ

る政令市を目指し実現しました。こういった

経過がございました。 

日本の中でも１，７００ばかり基礎自治体

があるようでございますけれども、相模原市

というのはそういう意味では非常に特徴的な

都市であるのではないかと思っております。

だからこそいろんな将来に向かっての在り方

というものを、柴田さんが言われるように、

住民も参加する中で自分たちの都市をどのよ

うに進めていくべきかということを真剣に考

える時期にあるんだろうと思っております。 

そういった中で、今日もご講演を聴かせて

もらいまして「そうだったんだな」と改めて

思いました。今、神奈川県には横浜や川崎も

ありますけれども、そこだけですべて完結さ

せるなんていうことは不可能になってきます

から、やはり将来的にはある程度の圏域がま

とまった道州制ですとか、大都市制度という

ものが出てくるんだと思うんです。その前段

としてどういう形がいいかという中で、あと

でお話が出てくると思いますけれども、指定

都市市長会でも特別自治市という方向が検討

されております。 

相模原市としましてもやはり自立ができる

都市形成をしていきたいということの中で、

今申し上げた政令市移行という所までたどり

着いてきました。今、分権一括法なんかが国

で審議され、なるべく基礎自治体のほうに

国・県の権限も含め渡していこうということ

が進められております。ただ実体的にはなか

なか、裁量権といいましょうか、相模原市な

ら相模原市が求める方向というものを自分た

ちで決定していくというところまで行きつい

ていない。特にそれを実行するためには財源

的な問題がございます。税制度といいましょ

うか、こういったものへ踏み込むといった改

革がなされないとできないんじゃないかなと

思っているところでございます。 

私たちはそこへ行きつくことを期待してい

ますけれども、ただ我々が現在やらなくては

いけないことは、その中でも一番大事なこと

は、柴田さんも松沢前知事も触れてくれまし

たけれども、住民自治といいましょうか、市

民主権。市民が自分たちの市を将来どうして

いきたいのか、今の問題・課題をどのように

解決したいのか――こういったことを意思表

示をしていただく市になっていくべきだろう

と思っております。 

そういったことで政令市になりまして、ご

案内の通り、区という行政区をつくらせてい

ただいたわけでございます。市民の方々が自

分たちの区をどうするかという中で、区の中

に区民会議をいうのをつくらせていただきま
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して、現在、区の在り方を検討してもらう区

ビジョン――区のビジョン、将来像をつくっ

ていただいております。 

また区も広いです。南区、中央区、緑区。

それぞれの単位、その行政区の住民の数を見

ましても２７万、２６万、１７万という、一

つの市に匹敵するような大きな区単位になっ

ております。区だけではやっていけない、地

域住民の声を吸い上げることができないとい

うことの中で、この区の中に昔の出張所単位

で「まちづくりセンター」というものがござ

いますが、そのまちづくりセンターを中心に

まちづくり会議というものを設定させていた

だいているわけでございます。身近ないろん

な問題をそこで討議して、先ほど言いました

区民会議につなげていただき、市政全体のほ

うに調整ができる仕組み。今、こういったも

のをつくらせていただいてスタートを切らせ

ていただいています。そういった制度を十分

に活用していただく。政令市になりましてま

だ２年目でございますので、やはり政令市の

制度をうまく生かしていく市政を展開してい

きたい。こんな風に思っております。 

牛山 ありがとうございます。市民自治のあ

り方についてはこのあとにまた伺っていきた

いと思います。 

すでに何度もお話しにでているように、相

模原市は政令指定都市になったわけですけれ

ども、大都市制度のあり方を巡っては今いろ

いろな議論が全国でなされています。例えば

皆さんもテレビや新聞等でご覧になるように、

大阪都構想をつくるとか、中京都構想とか、

政令市を抱える大阪府あるいは愛知県といっ

たところで都構想なんていうのが出てきてい

ますね。それから先ほどお話しに出てきた道

州制ですね。東日本大震災でも東北をこれか

ら、どうするんだ、東北州を考えてはどうか、

など、いろんな話題がありました。 

松沢さんは知事として活躍されておられる

ときから、この道州制の問題については問題

提起をされておられましたけれども、今の動

きは、こういった大都市のあり方も視野に入

れるとどんな風に考えられていますか。 

松沢 大阪のほうで橋下府知事さんを中心に

政党までできて、大阪を都にしようという大

阪都構想というのを一生懸命今進めていると

いうか、アピールしてますね。それに続いて

今度は名古屋の河村市長さんと県知事さんが

愛知も中京都にしようと。何でみんな都にな

りたがるのですかね。 

「都」というのは都(みやこ)ですから、や

はり一国の首府。元首がいて、中央政府があ

るところを普通、都といいます。そういう意

味で「都」とつけたんだと思うんですね。だ

から府や県とは違う意味で都。東京都も実は

東京市と東京府が戦争中に、戦争態勢をつく

るためにある意味で合併をして都というのが

できた。戦時態勢でできた遺物なんですけど

も。この都をまねして大阪も都になりたい、

中京も都になりたいと。私は都が三つ、四つ、

五つになる国はおかしいと思っていまして、

そういう意味では都というのは東京。首都が

あるところが都だと。 

ただ、橋下さんの発想は大都市の行政をも

っともっと充実させたいということだと思い

ます。今回東日本大震災がありましたが、中

枢機能全部が首都東京に集中していると、も

し東京で大地震が起きたときにその国全体が

パニックになるんじゃないかと。だから副首

都を大阪にして、東京が地震でやられたとき

はすぐに大阪が臨時の首都として立ち上がる

ような、ダブル首都体制みたいなものをつく

っていきたいから大阪も都にしたいというの

を 近また少し説明に加え始めたんですね。

そんなことだと思います。 

ただこれは私の改革方向とは違って、私は

先ほどから何度も言っているように県はもう

要らなくなるんだと。県の権限をできるだけ

相模原など市町村に移譲して、住民に近いと

ころで何でも決めさせるようにする。そうす

ると県が要らなくなって小さくなる。その分

を広域で、首都圏全体が一つの都会になるの
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だから連合体をつくって首都圏連合や州に持

っていこうと。そうすると基礎自治体、将来

の州、そして中央政府と三層の行政構造にな

るんですね。 

大阪の橋下さんの構想は、政令市をつぶし

て、個別に議会を置くなどして行政区をいわ

ば独立させて、ほかの市町村と一緒にして、

その上に府が君臨すると。そうすると政令市

と大阪府、大阪市と大阪府の二重行政がなく

なるじゃないかと。この辺の説明は分かりや

すいんですよね。確かにそうだ。でも、それ

と同時に橋下さんは州も必要だと言ってるん

です。関西州構想と言ってるんです。それで

さらに国でしょ。そうすると、基礎自治体、

府、それから州、そして国と四層構造になっ

てしまうんです。 

ここまで行政の効率化とかスリム化が言わ

れている中で、四層構造にして、全てに市長

さんとか知事さんというのか分からないけれ

ども、あるいは議会も全部置いていけば、そ

れだけコストがかかるわけです。四層だから

いろんな議論がまた錯綜しますよね。ですか

ら今の大阪都構想で行くと四層構造になって、

逆に行政改革に逆行してしまうのではないか

なという風に私は感じています。 

ただ、私も 近吉本でよく行くのですが、

大阪の人に聞いたら「不幸せ」っていうんで

すよ。大阪府民は不幸せだと。そんなに不幸

なのかなと思ったら違うんですね。府と市が

合わさるとみんな「府市合わせ」になっちゃ

うと。それぐらいに府と市が仲が悪いんです

ね。いつもけんかをしているんです。府知事

さんは大阪市長のことが大嫌いなんです。大

阪市長は大阪府知事のことを大嫌い。ずーっ

と代々この関係が続いているから、どこかで

けんかして 後は決着をつけてやれというよ

うな、ちょっと乱暴な議論になっているので

はないかなと思って心配してます。 

私は行政の簡素化という意味では四層構造

は多すぎるんじゃないかと思います。そんな

ふうに考えています。 

 

牛山 ありがとうございます。確かに東京で

も特別区の権限をむしろ強化して、都から持

ってこようといっているわけですから、大阪

都のやり方は、地方分権に逆行している面も

ありますね。大都市のあり方を含めて、今後

の重要な議論かと思います。 

加山市長、こういった状況を受けて、政令

市のほうでも大阪都構想を横目に見ながら大

都市のあり方を検討されている。先ほど、特

別自治市の構想のお話しが出ていましたね。

これについて、少し、お話しいただけますか。 

加山 中京都構想、大阪都構想、また新潟州

構想。これはやはり松沢前知事が言っている

ように、 終的には道州制という大くくりの

単位に移行するまでの暫定的といいましょう

かね、大阪のほうはその上に州をつくるとい

うお話ですから、これは私もおかしいかなと

思っています。 

実はそういったいろんなお話が出ている中

で、指定都市市長会では先ほども出た大阪の

市長さんも政令市の仲間です。平松さんです

が、「やはり我々が頑張っていく」と。「我々

が行政事業に対応する」「我々が頑張ることが、

例えば大阪で言えば大阪もよくなる。関西も

よくなるんだ」と。「またその役割もあるんだ」

と言っているわけです。 

１９市の政令市の市長としては、政令市が

特別の広域自治体、松沢前知事がおられます

けれども、県が持っている権限と言いましょ

うか、この中で二重行政に当たるもの、国の

出先機関、国がやっているサービスも含めて
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政令市に特別自治市という形の中で全部権限

を与える。県税といった税も見直しをしてい

ただき、全て政令市が負担をしていく。そう

なりますと今は県がまかなっております、例

えば警察ですとか教員の給料の負担、こうい

ったものも当然特別自治市が持つということ

になるわけです。そういった権限を一切合切

特別自治市に与えていただきたい。 

もちろん神奈川県という単位が今すぐなく

なってしまうわけではないわけです。神奈川

県内の他都市の問題があるわけです。そうい

たしますと広域自治体である神奈川県の役割

も見直しながら、どうあるべきかということ

を考えていくべきではないかということが言

われているのですね。 

ただ私はこれも一つの過程だと思っている

のです。私は指定都市市長会などで発言させ

てもらっておりますけれども、将来的には日

本の制度がどういうところに行きつくのかと

いう方向性を見極めていく中で、段階的な問

題として特別自治市というものがあるという

ことを検討すべきだと言わせてもらっている

ところでございます。 

 

牛山 ありがとうございます。政令指定都市

になったばかりで、この先のことを考えると

いうのもなかなか大変なことでありますけれ

ども、全国的な動き、地方分権の流れも含め

て、今そういった議論もあるということです。

政令指定都市になって、さらに今議論されて

いる特別自治市構想とか大都市のあり方とい

ったことについてもお話をうかがってきたと

ころです。 

さて、先ほど「市民自治に根ざした自立分

権都市」ということで区制度等のお話も伺っ

たわけですが、市民の力によって自治を進め

るということはどういうことでしょうか。当

然のことながら、市政というのは選挙で選ば

れた市長さん、それから市民の皆さんから選

出された議会議員の皆さん、こういった方々

の議論による意思決定で政策を進めていくこ

とが原則です。ただ、一方でやはり基礎自治

体でありますので住民の意見、あるいは考え

方、あるいは暮らしに直接関わる要望をどう

やって市政運営につなげていくか。ここが非

常に大事になってくるという風に思うわけで

す。 

そこで先ほど触れましたように、自立分権

都市といったことで、国から権限を受け取る

といった意味で分権都市だけれども、一方で

市内においてもいろんな地域の意見がきちん

と行政全体に反映されるという意味での地域

内分権という、二つの意味があると思うんで

すね。そういったことの制度設計についても

お話をいただいたところです。 

さて、柴田さん、出番です。どうでしょう

か、これらについて、市民のお立場で企業活

動をしたりＰＴＡで活動されたりする中で、

政令市になってからの自立、分権を市民の目

線から見たときに率直に言ってどうでしょう

か。 

柴田 私は二つあると思っています。まず政

令市になって感じたこととしましては、やは

り相模原市というブランド価値とか知名度が、

市民感覚の肌感覚ですごく上がったなという

風に感じています。加山市長にお礼するばか

りでございます。松沢前知事にもとてもご奔

走いただいたという風に聞いております。テ

レビ等で取り上げられることが非常に増えた

なという風に感じている一方で、政令市にな

ればさまざまなことができるんだという風に

感じていたのですけれども、思ったよりでき

ないなという意味では中途半端だなというの
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が実感です。 

ＰＴＡの活動をしている中でも感じるので

すが、先ほど加山市長からもありましたが、

政令指定都市になりますと、教職員の任用権、

採用権が政令市に下りてきます。一方で、教

職員のお給料というのは国と県が半々ぐらい

ですか？ 

松沢 今は３分の１ですかね。 

柴田 負担していただいているという形にな

ると、実際に採用することはできても、例え

ば３０人学級を進めよう、そのために先生を

増やしたい――その財源は県や国が持ってし

まっているのですね。なかなか自分たちが思

い描くような学校づくりができない。 

今盛んに言われていますけれども、土曜半

ドンを少しでも復活できないかと。学習指導

要領が変わって学校のカリキュラムはかなり

厳しくなっていまして、今中学校なんかです

と部活動の時間が取れない、やらなければい

けない勉強は増えている――こんな状況にな

りつつあります。先生方もすごく大変な思い

をして、でも何とか捻出をしてくれようとし

ております。例えば相模原市で、カリキュラ

ムは国が定めたものもやるけれども、土曜日

もしくは放課後の夜の時間帯で補講をやろう

という風にいっても、そこを担っていただけ

る教師の方々はいないわけです。財源があり

ませんから。 

そういう風に思いますと、政令指定都市と

いうのはいろんなことができるんだという風

に市民レベルで、市民感覚で感じていたんで

すが、思ったよりできないなというのが私が

受けている感覚です。そういう意味では加山

市長がおっしゃっているような特別自治市で

あるとか道州制を早く導入して、地域とか基

礎自治体レベルに財源も権限も早く下ろさな

いと、なかなか思った通りの、地域地域の特

色のあるまちづくりというのはできないのか

なという風に感じるところが率直なところで

す。 

牛山 ありがとうございます。加山市長、今、

そういう柴田さんからのご感想というかご意

見があったんですけれども、市長のお立場か

ら今のことにお答えするとしたらいかがでし

ょう。 

加山 全くそうですよね。だからこそ地方分

権ですとか、いろいろな地方への権限移譲の

問題が言われているわけです。 

いろんな制度改革だとか地方分権改革が進

んでいるように思えますけれども、実体的に

はそんなに裁量権は移っていません。我々も

政令市になりましても、先ほど言いましたよ

うに相模原市民が決めたことを自分たちで決

定して、実行するということが十分にはでき

ない。それはなぜかと言いますと、法律です

とかいろいろな制度が自治体の思う方向で実

行できるような方式・システムにはまだまだ

なっていないというところがあるわけです。

ですからそういう改革を今求めております。 

指定都市市長会は、今、政令市が１９市あ

りますけれども、団体として集まってそうい

う不平不満だとか、実際の地方自治体の経営

の中で問題が出ているものを大同団結して国

に制度改革を求めるようなところでございま

すから、そういうことをしっかりと繰り返し

て、訴えて、改革に結びつけていくというこ

とをしていかないといけないと思っています。 

牛山 ありがとうございます。先ほども松沢

前知事から団体自治の改革というお話しがあ

りました。これも今のお話ですとまだまだ進

めなくてはいけない。そして、さらにその先

に住民自治の充実をということです。やはり

これは根本ですからきちんとやっていかなく

てはいけない、という二つの柱のお話があり

ました。松沢さんも知事時代に、県民との協

働とか、パートナーシップという政策を進め

られてこられたと思います。今のお二方のや

りとりを聞かれて、どんな風にお感じになら

れましたでしょうか。 

松沢 まず団体自治の地方分権改革。確かに

柴田さんがおっしゃる通りです。教員の例を

出されましたよね。政令市になると小中学校
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の教員の人事権は県から市に移るんです。教

員にお給料を出すが、このお給料を出すとこ

ろはどこかというと、市には移らないで国と

県。県３分の１、国３分の２で相模原市立の

小中学校の先生方にお給料が出るんですね。 

これはねじれというんです。結局、地方分

権がまだ完結型ではないので、人事権という

権限は下りても、お給料は国と県が出してい

るといういびつな形が残っている。ですから

神奈川県も何度も文部科学省に行って、もう

政令市で人事権も移譲しているのだから先生

方のお給料もきちっと政令市に下ろしたいと。

そのためにはその部分の財源も当然県から政

令市に下ろしますと。そういう交渉をしてい

るのです。 

でも難しいのは、全国の中では反対する政

令市と反対する県があるんです。反対してい

るある県はまだ市を抱えておきたい。市にも

のを申せるえらい立場を持っておきたい。全

部市にあげちゃうと、教育については全部市

にいって、県がいろいろとコントロールしに

くくなる。だから全部あげてしまうのは反対

だと――こういう県のエゴみたいなものもあ

ったんですね。ですからまだこの改革は進ん

でいない。そういう意味では団体自治のほう

も分権過渡期ですよね。しっかりとこれから

もそういうところの不備はただしていかない

といけないと思います。 

それから住民自治のほうですが、みんなで

まちをつくっていく、コミュニティーをつく

っていく。市民というのは一人ひとりだとま

だ立場は弱いです。でも市民がグループをつ

くれば一つの力になる。その一つがＮＰＯと

いう、企業のように利益を求めるのでなく、

非営利だけれども団体をつくって事業活動を

やろうという特別な法人がいろんな形で認め

られて、今税の優遇も受けられるようになっ

た。各地にＮＰＯ法人というのが活動を始め

ています。いろんなことをやっているのです

ね。私は許可を出すほうでしたが。 

この前、大和市に行ったら福祉タクシーが

動いているんですよ。これから超高齢社会に

なっていくと、７０、８０、９０歳とみんな

歩いてなかなか買い物に行けなくなります。

近くのコンビニまでならどうにか行けるけれ

ども、八百屋さんまでは行けるけれども、ち

ょっと遠出してスーパーに行きたい、あるい

はデパートに行きたいと。でもバス停までも

相当あるわけです。民間のバス会社に路線を

増やしてくれと言っても、もうからないとこ

ろは絶対にやりません。 

そうすると、どうやったらいいんだと。移

動の手段がなくなるわけですね。それで福祉

タクシーという小さなワゴン型のバスをＮＰ

Ｏに運営してもらう。市も当然お金を負担し

て、福祉タクシーが動いているんです。１日

に３本か４本かもしれないけれども、時間が

大体分かってますから、お買い物に行くとき

にその福祉タクシーに乗っていける。かなり

細かく回ってくれるんですよ。これはみんな

ＮＰＯがやっているんです。 

普通こういう行政サービスは市がやってく

れるんだろう、行政がやるもんだと思ってい

る。でもこれからは全部が行政がやるんじゃ

ないんです。要するに２０世紀は、住民が税

金を払ってお役所がやってくれるというのを

公的サービス・行政サービスだと思っていた。

ところが２１世紀というのは、確かに基本は

みんなが税金を払って、お役所が大きなサー

ビスをやってくれるけれども、それだけでは

なく、民間が一緒になって、つまりＮＰＯや

企業や住民が行政と協力しながら新しい公的
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サービスをつくる。そういう風にしていかな

いとお役所も財源がなくて持ちません。です

から、そうやって福祉タクシーのサービスな

んかもどんどんＮＰＯに参加してもらってや

ればいいと思うのです。 

それからもう一つ。企業です。相模原だっ

てたくさんの企業がありますね。企業が公的

なところをきちんと役割分担をしてもらえる

と、行政もコストがかからなくてすむのです。

例えば大地震が来ると帰宅困難者がたくさん

出ます。東京都では、大地震が来たときはそ

の日にすぐ帰らなくてもいいようにするため

に条例をつくるそうです。もちろん家族が心

配でしょうけれども、みんなが一斉に帰ると

駅があふれちゃうわけです。電車が止まって

ますから、大きなターミナル駅は人があふれ

ちゃう。この前の東北の大震災のときも神奈

川だって大パニックになったんですね。まず

は企業が必ず備蓄品を用意して、１日、２日

は社員を泊まらせて、すぐに帰らないように

企業に待機させるように企業に協力をしても

らう。これは一つの防災対策ですよね。 

こうやって全て勝手にやらせる、あるいは

行政に責任を負わせるだけじゃなくて、企業

も役割分担をする。こういうみんなの全員参

加によって、パニックにならないように防災

対策をつくる。こういうことも重要だと思い

ます。とにかく行政だけじゃなくて、ＮＰＯ、

企業、あるいは市民が一緒に参加して新しい

公的サービスをどうつくり出すか。そういう

発想でこれからいろんなことを議論していく

べきだと思いますね。 

牛山 ありがとうございます。なるほど。や

はりこれからの地域づくりというのは行政の

力だけではいろんな意味でなかなか難しいと

いうことですね。特に東日本大震災のような

ときにそういったことが顕在化してくるとい

うことだと思うのです。 

一方で柴田さんにもう１回お伺いしたいの

です。先ほどこういう会場に来ていただいて

お話を聞いていただける市民の皆さんは本当

にありがたい、いいことじゃないかと。問題

はここに来てくださらない方のことだという

お話しがありました。来てくださらないとい

っても、市民のみなさんはお忙しいし、必ず

しも興味がないというわけではないかもしれ

ませんが、市政に関心を持たないという方も

多いということについては、なかなか難しい

話だと思うんですよね。市民参加、住民参加

と言ってみても、人が集まらない、やっても

しょうがないという風な意見をうかがうこと

もあります。そういった意味では市民の責任

や役割という点についても、課題は多いと思

います。柴田さんの目から見たとき、あるい

は考えたときに、どうしたらこういう仕組み

が動いていくかという点をお伺いできますか。 

柴田 そこは多分普遍的な課題になってきて

いるかなという風に感じています。私が今や

らせてもらっているＰＴＡのほうでもそうで

すが、ＰＴＡの講演会があったりして、そこ

に来てくれる方々の家庭というのは実はそん

なに問題はない。多くのトラブルを抱えたり

課題を抱えるご家庭というのはこういう場に

出てこられないのですね。こういう場に出て

くるにはどうしたらいいですかねと、私は警

察の署長さんですとか教育の関係者の方々と

かにも聞くのですが、ここがやっぱりなかな

か出てこないのです。 

一方でまちづくりのこともそうですが、い

つからまちづくりは行政や政治がやるもんだ

という意識になってしまったのか。いつから

子供の教育や……教育まではいいとしても、

しつけまで学校がやるべきだという風になっ

てしまったのかなというところを、我々大人

世代が真剣にひもといて、考えなければいけ

ない時機に来ているのではないかと思います。 

財源がないとか、これからまちづくりは市

民が参画しなければ立ちゆかないとかという

ことは皆さんが知っていらっしゃることだと

思うのですけれども、立ちゆかない、市民の

方々が参加しない、学校運営にも保護者が参

加しない、出てこない――の結果として、極
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端な話ですが、このまちが３０年後、５０年

後にすごくよくないまちになってしまったと

きに、我々は「あれは行政が悪かったから」「政

治家が悪かったから」と言えるのかどうか。

今の子供たちが２０年後、３０年後にこの国

を背負っていくわけですけれども、この国を

背負っていく子供たちがみんな、そんなこと

はないと思いますけれども、よくない形で育

ってしまったときに、あのときの学校が悪か

ったから、先生が悪かったからと言うのかと

いう事だと思うんですね。 

ここら辺のことに、やっぱり自分たちも参

画しようよ、行政なんか知らない、政治家任

せじゃない、学校任せじゃない、ちゃんと自

分たちも取り組もうよ――という市民意識を

誰がどういう風に上げていくか。これには本

当にさまざまな取り組みが必要だと思います。 

僕はＣＮＮでニュースを見て、何回か見た

ことがあったんですが、ちょっと捕まったり

暴動を起こした人間がテレビに向かって「Ｉ 

ｐａｙ ｔａｘ」って言うんですね。俺は税金

を払っているからいい人間だという風に言う

わけですよ。あの感覚はやはり税金をちゃん

と払っている。だからいい人間だ。意識もし

っかりとしているという三段論法なのではな

いかと思うのです。 

徴税の大変さとか役所の大変さがあるとし

ても、さっき言ったように、極端な話ですけ

れども、徴税の仕組み、税金を集める仕組み

を変えてみるとか、先ほどから言っているよ

うないろんな市民団体がやっている地域の活

動を行政がどんどん支援していくことだとか、

例えば今日やっているようなこういうシンポ

ジウムでも諦めずに打ち続けることとか、多

様な取り組みが必要だと僕は思います。 

そのポイントは、行政がまちをつくってき

ている、先生や学校が子供たちを育ててくれ

ると「何で」「いつ」思ってしまったのか。い

や、そうじゃないよね。自分たちも参画しな

きゃいけないよねと、どういう風にしたらも

らえるか。そんな風なところではないかと感

じてなりません。 

牛山 ありがとうございます。市民参加とか

住民参加というのは強制するわけにいかない

一方で、市や議会に任せっぱなしというわけ

にはいかないですね。そのための仕組みもつ

くらなくてはいけないし、それによって繰り

返される行政と住民との信頼関係の醸成とい

うか、市民から見たときに行政も本当にそう

いう風に真剣に考えてくれているのかといっ

た相互理解など、さまざまな要因があると思

うのです。 

そういった意味では、本当に難しい課題で

はありますけれども、これから基礎自治体へ

の権限移譲を進めていく中で、市民の皆さん

の意見、しかも市民の皆さんの意見も様々だ

と思うので、それらについて合意を形成して

いかなくてはいけない。その合意が本当に市

民みなさんのものなのか、特定の人だけの利

益にならないのかとか、そういったことがこ

れから重要な問題になってくるのではないか

と思います。その意味ではそのための仕組み

づくりもこれから進んでいくのかもしれませ

ん。 

話は変わりますが、一点、先ほどちょっと

お話が出ました災害のことがあります。本当

に目を覆うような惨状が今でも東北の沿岸部

には広がっているわけであります。先日も県

庁の職員の方とちょっと勉強会のようなとこ

ろで、神奈川に当てはめてみたらどうなるか

と議論しました。沿岸部には、東北以上にた

くさんの人が住んでいるというのですね。も

し、花火大会や海水浴の時期だったら、そこ

にはもっとたくさんの人々がいる。そこにも

しもあの規模の津波が来たらどのくらいの人

が被害に遭うか。こんなことは嫌な試算です

けど、１０万人を越える方が命を落とされる

のではないかというお話もありました。災害

に備え、減災への取り組みをどうするのかと

いう、緊急の課題があると思います。内陸部

に位置する相模原市としては、こうした津波

被害を含め、市民の安全と県内への支援とい
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う点で、どのようにこれに備えるかというこ

とがあります。 

加山市長、相模原も防災への取り組み、こ

れは当然行政の備えもありますし住民同士の

支え合いもある。さらに、今回も東北地方へ

の支援も随分されていると思いますが、県内

の広域的な支え合いも含め、いろいろとお考

えだと思います。その点をちょっとご披露い

ただければと思うのですが、いかがでしょう。 

加山 どこの自治体もそうですけれども、地

域防災計画というものを持っているわけです

が、今回の大災害を教訓にしまして今我々も

抜本的な見直しを図ろうということで対策を

講じております。これはなるべく早く見直し

をしたい。ただ見直しをする前に災害が起き

る可能性もあるわけです。今回の教訓の中で

一番問題があったのは、今お話にありました

ように、例えば帰宅困難者の問題がありまし

た。そして避難をする人をどのように受け入

れるかという問題。 

例えば、市も災害対策本部を設置しました

が、避難民誘導ですとか、帰宅困難者の施設

の開放の問題だとか大きな問題がありました。

特に、情報が寸断しますよね。例えば携帯電

話がつながらなくなったりと。帰宅困難者は

一刻も早く自宅に帰りたいという人が多いわ

けですが、情報が全部途絶えますから、困っ

た方が駅前に集中するケースが多いわけです。

相模原市でも、橋本でそうでございましたし、

相模原、相模大野でも同様でございました。

３千名近い方がいたわけです。 

そういった方に対してどのように対応する

かという問題ですが、今の防災計画上では帰

宅困難者は、例えば南の場合は大野南中学校

というのがありますが、そこを開放するとい

うことがあるのですけれども駅から少し離れ

ているわけですね。今回の場合は、災害対策

本部の職員が臨機応変に、駅前にあるグリー

ンホールという文化ホールですけれども、そ

こを開放したり、いろいろと機転を利かせる

ことで帰宅困難者がかなり救われたというお

話もいただいております。 

そういった点ですとか、あとは防災に対す

る備えで今回の場合では、例えば大きな問題

としては原子力の放射性物質がこういう地域

に影響を及ぼす対策。こういったものは書か

れていないのですね。今の防災対策はどこの

自治体もそうですけれども、例えば放射性物

質の物資を移動したときに、交通事故だとか

によって地域被害があった場合にどうするか

という程度のものしか載っていないのです。

今は２０キロ圏、３０キロ圏の避難住民対策

が課題ですけれども、相模原市としましても

こういう危険な影響があった場合にどうする

かということもしっかりと見直しをしなくて

はいけません。 

今神奈川県全体で３３自治体ありますけれ

ども、広域連携の中でどうあるべきかという

ことを、神奈川県さんが音頭を取ってくれて

終的な計画見直しをやっております。特に

湘南地域ですね。相模湾に面したところの津

波対策はかなり前に出ておりますけれども、

先ほど松沢前知事の基調講演にもありました

が、本市特有の水源地――湖が三つもありま

すが、ダムが崩壊・決壊した場合に流域住民

をどうするかという問題は、大きな問題にな

ると思うのです。ダムは重力式コンクリート

ダムということで、今回の地震にも耐えられ

る構造になっていると発表されておりますけ

れども、想定外ということが今回の災害で分

かったわけでございますから、これらの県の

防災計画、または我々の防災計画を連携させ

ていただき見直しを図っていきたい。 

いずれにいたしましても今回の災害を教訓

にさせていただき、広域連携ですね。一番分

かったことは、何か災害があったときに国が

すぐ機動性を持って何かをするかというと、

できませんよね。結局基礎自治体です。相模

原市民の中には東北から、または全国から来

られて市民になっている方が多いのですが、

被災地全般に対して我々は支援をしておりま

すけれども、特に岩手県の大船渡市というの
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は２５年来の友好都市です。いち早く職員で

すとか物資、市民の方に多くの支援金もお送

りいただきました。今も長期的な復興、復旧

支援をしなくてはいけないということで、職

員を１年、２年という単位で石巻ですとか大

船渡にも派遣をさせてもらっています。 

自治体間連携というのでしょうか、基礎自

治体連携。これが大事だと思っております。

まず神奈川県の中でということで、実はいち

早く相模川流域の８市町村で、先般の９月に

広域連携、防災連携という協定を結んでいた

だいたわけです。相互協力をこれから図りな

がら広域連携を図るということをさせてもら

っております。 

また、２０大都市連携ということで、１９

市の政令市と東京都が入った防災協定、連携

協定がありますけれども、これも強化をして

いくということで、今指定都市市長会の中で

も見直し、提言させてもらってやっておりま

す。いずれにしましても、自治体連携といい

ましょうか、地域間連携といったものをしっ

かりとしたためた防災体制を組んでいくとい

うことが大事になってきていると思っており

ます。 

牛山 ありがとうございます。政令指定都市

という大都市ですから、こういった災害のと

きにどういう対応をするかとか、あるいは市

民の皆さんのご協力・ご支援、ボランティア、

ＮＰＯのあり方も含めて考えて行かなくては

ならないと思うのですね。 

今お話がありましたように、国もいろんな

責任があるわけですが、実際に今回どれだけ

のことができたかのか。私も、現地にもうか

がったり、いろいろ勉強もさせていただきま

した。今回の対応については、当然、いろい

ろな反省があり、国の責任についても検証し

なくてはいけないと思いますが、とりあえず

言えることは、緊急のときにそれぞれの地域

の自治体がしっかりとした力を持っていて、

住民を救援し、お互いに支援し合う。そうい

ったことの重要性を、自治体はしっかり考え

る必要があるということです。分権自立都市

を掲げる相模原にとっては、重要な問題です

ね。今回皆さんの、目の前にある、東日本大

震災という非常に大きな課題でしたのでお話

しをうかがいました。 

会場からたくさんのご質問をいただいてお

りまして、こちらのほうに移っていきたいと

思います。全部で２７件のご質問をいただき

ました。一つ一つのご質問にお答えして議論

させていただければ一番いいのですが、なに

ぶん時間も限られております。この場ではい

くつかを取り上げさせていただきまして、も

しこの場でお答えができないご質問につきま

しては事務局のほうで整理をしていただきま

して、回答ができるものは相模原市のホーム

ページ等でお答えをしていくことも考えてお

りますので、ご容赦いただければと思います。 

今いただいた中で事務局のほうで一生懸命

整理をしていただきましたので、包括的にご

質問を受けていきたいと思います。まず松沢

さんに二つお伺いしていきたいと思います。

一つは地方分権を進めるにあたっていろいろ

と知事としてご尽力され、大変なご苦労もあ

ったのかと思います。そこで問題になるのが、

縦割り行政ですね。これが分権の妨げになっ

ているのではないか。そういった意味では縦

割り行政をどうやって改善していったらいい

のかということについて、お考えがあったら

お伺いしたいということです。 

もう一つは、私たちも神奈川県民として神

奈川県を大事にしたいという気持ちもありま
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すが、一方で東京近郊の県というのはどうし

ても県民としての意識が薄いとかいうことも

いわれます。県内には、横浜も川崎もあって、

そして相模原ということで三つ政令指定都市

がある。全国にも例のない県だと思います。

そういった意味では、政令市とそれ以外の市

で二極化してしまうのではないか。神奈川県

というまとまりみたいなものももう少し考え

てもいいのではないかといったご質問をいた

だいています。 

松沢 行政組織がどんどん肥大化すると、こ

れは民間の組織でもそうですけど、当然セク

ショナリズムになっていきますよね。行政も

大変広い範囲を担当しています。教育もあれ

ば福祉もあればまちづくりもあれば、あるい

は財政というのもある。あるいは基礎自治体

だったら、事業系の水道局ですとか交通局で

すとかがあります。そうするとそこで部局を

つくって、そこに局長がいて、その集合体と

して市役所、あるいは県庁というのが置かれ

るわけですよね。 

も縦割りがひどいのは国です。省益あっ

て国益なしですから。自分たちの省の予算を

獲得できるのが一番重要であって、国家体制

なんかどうでもいいやというぐらいに戦うわ

けです。 

私も県知事として一番苦労したのは、国に

要請あるいは議論に行くときに、この縦割り

でみんな逃げるわけですよね。ここで本当に

苦労しました。いろんなことがありましたけ

れども、例えば大気汚染がひどいと。これを

環境省に行って「もっと厳しい基準を作ろう

じゃないか」というと、「いや、そんなことを

急にやっちゃうと経済産業省が産業活動にブ

レーキかけるからと、絶対に怒ります」とか、

あるいは「トラックやバス業界を抱えている

国土交通省は、そんなことをやったら烈火の

ごとく怒ります」「じゃあ、そっちに行って説

得してきてください」と。今度はそっちに行

くと、「そんなことをやったらうちの配下のト

ラック業界がみんなつぶれちゃうよ。冗談じ

ゃない」。環境なんかそっちのけです。自分た

ちの配下の業界を守るために。みんなこれで

すよ。だから一つの要請が全然進まないとい

うことに苦労しました。 

じゃあ、我が県庁もそうなっているのでは

ないか。おそらく市町村の皆さんが要請に来

たときも「県庁で『あっちに行け』『こっちに

行け』とたらい回しにされたよ」と。あるい

は一般県民の方が来たときにもそういうこと

をよく聞きます。ですから、そこはやはり市

長なり知事のある意味でリーダーシップです

よね。 

私は知事室というのをつくったのです。私

が入るまでは総務部の秘書課が知事の面倒を

見ていたのです。でもそれだったら私より総

務部長のほうが上になっちゃいますよね。お

かしいと。やっぱり知事が上でリーダーシッ

プを取って、部局で食い違ったりしたら、両

方を県民の立場に立って総合判断してうまく

まとめるのが知事の役目です。ですから知事

室というのをつくって、そこに政策スタッフ

も置いたのです。大学の教授だとか、県庁以

外からもいろんな人を集めて、部局から上が

ってくる政策と、広く衆知を集めた政策ブレ

ーン集団をつくって、そこで整合を取るわけ

です。これはセクショナリズムに陥っていな

いか、県民全体のことを考える立場だったら

こういうやり方があるんじゃないかという議

論もするし、 終的には私が判断するわけで

す。そういうやり方を一つの組織運営として

つくったのです。 

大組織というのは必ずセクショナリズムに

陥りますから、そうならないようにどういう

組織上の工夫をするか、あるいは自身がリー

ダーシップを取るか。ここでカバーするしか

ないのかなという風に思っています。 

それから二つ目。神奈川県は三つの政令市

になり、逆に政令市と政令市以外が二極分化

してしまうのではないかと。そうすると神奈

川県という歴史と伝統のある県がなくなって

いくのではないかというご心配だと思います。
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これはよく言われるのです。 

私はずっと仕掛けてきたのですが、なかな

かうまく行ってませんけれども、その他の小

さめの市町村も広域連携を進めてもらってい

ます。例えば県西部の酒匂川のほう、足柄平

野のほうには２市８町あるんです。小田原市、

南足柄市と大井町とか山北町とか箱根町とか

湯河原町とか真鶴町とかね。そこに県の行政

センターがあって、二つの行政センターで２

市８町のまとめをやっているのです。でも酒

匂川の一つの文化圏で、昔は治水というのが

行政の基本でしたから酒匂川という川を通じ

て昔はいろいろと協力し合って行政して、ま

とまりがあったのです。今は基礎自治体が小

さく分かれているので、全部やることがバラ

バラなんですね。ですからもう少しまとまろ

うよと。 

初私は合併を投げかけたのですが、先ほ

ど言ったようにみんな既得権を持っています。

自分は町長になったばかりだと、町議会がな

くなるのは反対だと、始まりますからね、な

かなか進まない。合併まではいっていないの

ですが、では全体が合併をするのではなく、

小さすぎてできない仕事、まとまれば効率よ

くできる仕事があるでしょうと。それを一緒

にやりましょうよっていうことで、例えばゴ

ミ処理の問題。あるいは消防ですね。だって

小さな町で大きな消防機材は買えないでしょ

う。消防局を充実しろといっても小さな町で

はそれだけの予算がないわけです。でも火事

は起きるんです。そうであれば、１市３町が

連携して消防の広域化をやって、消防行政は

連携してやろうよ。こういうやり方ができる

わけですね。 

そうやってだんだんと広域化していって、

できれば私は将来的には神奈川県を五つ、六

つの政令市と特例市ぐらいにまとめたいと思

っていたのです。今、少し議論が始まってい

るのは湘南市という議論なんですね。これは

昔もあったのです。例えば藤沢とか寒川とか

茅ヶ崎とかね。川をまたいで平塚、二宮とか

大磯まで入れちゃうと川向こうだとか言って

みんな意識的にばかにしあうんですね。両方

とも川向こうですからね。こんなことから議

論は始まるのですよ。 

川向こうでも、川のこっちでもいいけれど

も、早く湘南市という名称を取ってしまわな

いと、先にもっていかれてしまいますよと言

っているのです。湘南といったら全国民が知

っています。知名度は高いですから。だから

新幹線新駅が寒川にできるのであれば、それ

を湘南駅と称して、この湘南駅を中心に、湘

南のいくつかの自治体がまとまって、それで

広域的な新しい市をつくったらどうかという

ことも言っているのですね。 

そうやって強い基礎自治体。相模原に終わ

らないんです。これから湘南市構想、県西部

の構想。そうやって効率のいい、まとまりの

ある基礎自治体の行政。そしてこれぐらいの

大きさがないと基礎自治体の事務ができませ

ん、小さな町や村では。さっき言ったような

消防だってゴミ処理だって一つの町では全部

できないわけです。そうであればやはりそれ

ができるぐらいの体制をつくらないといけな

い。 

神奈川県は、もちろん県は私はなくなって

いくと思います。なくさなくてはいけないん

です。新しい道州制みたいな形のものにする

にはね。でも神奈川という歴史ある地名は残

ります。神奈川宿からスタートしてますから

ね。それでこの地域は神奈川と呼ばれたんだ

とあります。それを言ったら昔「郡」という

のもあったんですよ。しかし今はほとんど郡
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というのが使われなくなったでしょう。高座

郡とか橘樹郡とか都筑郡があったんです。昔

の人はそれになじんでいたけれども、時代と

ともに名前が変わってきているんですよね。 

横浜には神奈川区というのもあります。神

奈川宿の歴史もあるし、あるいは神奈川、あ

るいは相模、こういう名前が歴史で動いてき

たわけで、神奈川の名前を守りたいから神奈

川県を絶対に改革しないというのは、それは

逆ですよ。時代とともにそこに生きる人々が

いかに豊かな暮らしができるか、 適の行政

をつくっていくために行政というのは常に改

革をしていかなければいけないのです。その

過程で名前が変わることもあるんです。それ

を絶対に嫌だと言ったら、それはエゴイスト

だし、私は既得権の擁護で守旧派だと思いま

すよ。そういう発想で古き良きいいものを残

しつつも、新しい 適の行政を求めていく。

これが私は改革だと思っています。 

牛山 ありがとうございます。加山市長、分

権の大枠の話、県の姿のお話などがありまし

たけれども、やはり市民の皆さんから見ると、

今後の行財政改革とか市政の方向は、今後ど

うなっていくのか、先ほどから議論になって

いる大都市制度のあり方について、相模原市

はどんな風に向き合っていくのかといった多

数の質問をいただいております。 

非常にシンプルな分かりやすいご質問です

が、重要な問題として、今後、収支改善のた

めに支出の削減と収入増とどっちに力を入れ

ていくのかというようなことが一点。もう一

つは先ほどの大都市研究ですね。横浜市、川

崎市もいろいろとお考えだと思いますが、そ

ういったことについて相模原市はどんな風に

考えているのか。二点お伺いしたいと思いま

す。 

加山 市財政の問題でございますけれども、

ご心配される向きもいろいろあります。ただ

先ほども申し上げましたように、これからは

急激な高齢化に伴う社会保障、医療の問題、

それと生活支援等々、市民の生活を支える部

分での経費が非常に増大していきます。ただ、

こういう経済情勢の中で、例えば自主財源で

あります市民税ですとかそういうものはもう

上げるわけにはいかないわけでございます。 

需要と供給という問題の中では、バランス

を考えていくということは都市経営の大前提

になるわけです。そうしますと、自主自立と

いうことを言っている以上は、やはり自主財

源を高めていく。これも先ほど松沢前知事が

基調講演の中で触れられたと思いますけれど

も、やはり産業をしっかり育成していかなけ

ればと。一番喫緊の課題の中で、雇用の場の

創出という問題がありますよね。働きたくと

も働けないんだと。ニート、フリーターの問

題もそうですけれども、問題解決しないです

よ。ですから、もちろん無駄をなくす、不必

要な事業は徹底的な見直しを図る、これは当

然のことでございます。また新しい必要な事

業は行う。そういった中で自主財源といいま

しょうか、主財源をどのように確保していく

かということがやはり大きな問題なのではな

いかと思っております。これも本市のポテン

シャルが非常に大きく発展ができるような展

開が見込めるわけでございますので、そうい

った新たな産業基盤の創出ですとか、都市機

能を高めるような政策、こういったことによ

って、産業育成をしっかりやっていきたいと

いう風には思っております。 

これは日本全体に言えるのだろうと思いま

すね。資源国ではありませんので、モノづく

り、いわゆる新しい研究開発型。特に相模原

市はＪＡＸＡの「はやぶさ」でも注目をいた

だいたように、宇宙産業ですね。こういった

将来に夢を託せるような産業というものも見

込まれますし、またそういった研究機関。今

回「はやぶさ」も打ち上げられましたけれど

も、実際にあの中に使われた資機材というも

のは相模原の企業が担ったものもいっぱいあ

るわけです。また先般も宇宙産業の新しい企

業が市内に立地されました。そういったもの

を伸ばしていくということが大事だと思いま
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すし、またそれを支える人材が相模原は多く

あると思います。理工系の大学もあります。

また私は時間がある限り、市内の中小企業さ

んの企業現場を訪問させてもらっております

けれども、「ああ、こういうものも相模原から

作られていたんだ」というものもいっぱいあ

るんですよね。 

ただ今の産業構造の変化の中で、先ほどこ

れも触れられましたけれども、海外シフトさ

れる問題があります。こういったものを国の、

いわゆる国策の中でしっかりとどうあるべき

かということをやっていただきたいというこ

ともありますけれども、産業の空洞化という

ことの中で市内からどんどん転出されてしま

うと困りますので、積極的な産業構造の構築

をしていかなくてはいけないと思っておりま

す。 

相模原の歴史を見てもらえれば分かると思

います。昭和２９年に市制を施行して、人口

８万人。今後どう市政を展開していくかとい

ったときに、内陸工業都市で発展しようとい

うことで工場誘致条例を３０年には既につく

りました。現在もステップ５０という新しい

産業政策を展開させてもらっております。既

にそういったことの中で人口が今７２万人に

なり、ある程度県域の、また地域の中で市民

生活の生活基盤、学校ですとかの教育基盤、

下水道ですとか医療機関ですとか商業機能で

すとかいろんなものを自立的に充実をさせて

もらってきたわけです。 

さらに今度は相模原だけではなく、この周

辺ですね。相模原に隣接している市町村の人

口を合わせますと２３０万人を超えるわけで

す。これは名古屋を超えるぐらいの数字にな

っています。日本の中でそれだけの規模の人

口密集地を持っており、社会基盤の整備が進

められるエリアは相模原だけです。米軍の補

給廠が返還されたり、小田急多摩線が入った

り、リニアが入ったり、広域連携が図れます

ので、やはり首都圏の広域連携都市軸の中の

中心軸として我々は発展をしていく。 

それは産業を中心にしながら税源の涵養を

図り、市民から求められる行政事業にしっか

り対応できる、市民がまさに安全・安心に暮

らせる相模原をつくっていくということが一

番大事かなと思っています。 

それと、大都市研究。横浜と川崎も含め共

同研究を行う予定ですし、単独でも検討をし

ていきたいと考えています。これは、まだ緒

についたばかりですが、しっかりやっていき

たいと思います。 

牛山 ありがとうございます。時間もだいぶ

経ち、終了時間も迫ってまいりました。柴田

さん、次の時代を担う若者の参画の場づくり

はどうやって進めればいいでしょうかという

質問をいただきました。若者の参画の場づく

りですね。市民の皆さんから見たとき、なん

だかんだ言っても代表者だけが議論している

のではないかとか、一部の人しか集まってい

ないんじゃないかといった質問が出ているの

です。そういう意識でいうと、若者の皆さん

とか、なかなかここに来られない現役世代の

ために、どのような参画の場をつくっていけ

ばいいかということですね。 

柴田 いろんな形のものがあります。イベン

トみたいなものもやっていらっしゃいますし、

こういう講演会などもあると思いますけれど

も、少しＰＲみたいになっちゃうのですけど、

青年会議所がずっと市民討議会というのを全

国で展開をしております。あまり知られてい

ないかもしれませんが、公開討論会を現在、

市長選挙等の際にほぼどの地域でもやるよう
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になりましたが、あれを全国に発信していっ

たのも実は青年会議所なんです。 

この市民討議会というのは、簡単に説明し

ますと、無作為で市民の方々を数パーセント

選びまして、その方々にまちづくりに対して

の意見を聞きたいのでお越しくださいと。こ

こはちょっと面白いのですけど……、お越し

いただいた方には、簿謝ですけれども２千円

とか３千円とか謝金も払います。 

何が面白いかと言いますと、例えば相模原

市とか神奈川県ではいろんな諮問機関とか委

員会とか協議会とかというところに行くと、

実は同じような方々と顔を合わせるんですね。

自治会長さんとかＰＴＡの会長さんとか青年

会議所の理事長さんとか。やはりそういう

方々のほうがいろんな意見を広く知っていら

っしゃるだろうということだと思うのですが。 

実はこの市民討議会というのを行いますと、

市民一人ひとりの方にはやはり思いがある事

が分かります。面白いのは、たまにすごく大

声の方がいらっしゃるのです。「こうでなきゃ

いけないんだ」みたいな。しかし、そういっ

た意見がしっかりと淘汰される仕組になって

いることです。大体１００人ぐらい市民討議

会にはお越しいただけるのですけれども、

後にその１００人でこの意見が良かったって

いう投票をするのですね。 

すると、どんなに大声で言っても、やっぱ

り中身に偏りがあったりすると、賛同を得ら

れない結果になります。つまり、大声の方に

は「あの意見はいいな」という票が入らない

のです。 

非常に分かりやすい、これはちょっと直接

民主主義的になるのですけど、市民の方々の

意見抽出の場でもあるし、参画の場にもなっ

ていくかなという風に感じています。そんな

取り組みも、この間、南区でやらせていただ

きまして、全国で広まっていますので、この

方法を取り入れたらどうかなと思うのが一つ。 

もう一つは、私はこの時機というのはチャ

ンスだと思っています。チャンスというと語

弊があるかもしれませんが、「震災後」という

この時代に今まで問題視されてきた、例えば

拝金主義であるとか行きすぎた権利主義であ

るとか利己主義とかというものが、一気に堰

を切ったように助け合いだとか思いやりだと

か、どんどん義援金が集まっていくというよ

うにシフトしていっているという風に感じま

す。 

先ほど私は精神論みたいに、諦めずにやり

続けることが大事だ――と言ってしまったの

ですが、それも一つ大事だと思いますけれど

も、このタイミングを……、これは誤解を恐

れず言えば、あれだけの多くの東北の皆さん

の犠牲を無駄にしないためにも、我々が戦後

からこれまでの間に失ってしまった助け合い

とか思いやりとかまちづくりに対する参画と

か、そういうものをここでしっかりと広く、

ＰＴＡからも行政からも、今日お越しの皆さ

んからも、地域にもう１回発信して一つの形

をつくっていけるチャンスだと強く感じてお

ります。そういうようなことも含めまして、

今の時代というこの時機を逸しないで、いろ

いろな取り組みをしていかれることも大切だ

と感じています。 

牛山 ありがとうございます。政令市相模原

の将来に向けたいろんなご意見も 後にいた

だけたと思います。もう時間がまいっている

のですが、ワンフレーズで相模原市の将来像

を本当に１５秒とかで、お話しいただければ

と思います。急に言われて、一番先に応えて

いただくのも困るかもしれませんが、松沢さ

ん、いかがでしょうか。 
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松沢 相模原の将来像ですか。 

牛山 今後の相模原と言いますか、目標と言

いますかね。あるいはエールをいただければ

と思います。 

松沢 私は首都圏連合をつくっていくのが政

治家としての一つの大きな目標で、これから

もそれに向けていろんな仕掛けをして活動を

していきたいと思います。皆さんは首都圏と

いう大きな大都会の中で生活をしているんで

すね。もちろんまず身近な生活は相模原市で

すけれども、でも企業活動をやれば相模原市

の中に収まりません。通勤で東京、横浜に勤

めている人がたくさんいますよね。あるいは

地元で衣食住をしている人でも、例えばどこ

か海外旅行へ行く、羽田空港を使う、成田空

港を使う。これは首都圏の中の一つの機能を

使っているわけですね。ですから大きな大都

会の一つのまとまり機能を充実させていくと

いうことが一つ。 

先ほど言ったように、その一つ一つの基礎

自治体です。相模原市はこの大首都圏の中の

西部の中心都市になっていくと私は思ってい

ます。もうそうなりつつあります。先ほど言

ったリニアの駅ができたり、いろんな形で、

また圏央道で関東一円に出ていけるんですね。

ですからこの西部の一つの玄関として、相模

原が産業を興し、そして交通ネットワークを

充実させ、福祉、教育を充実させ、そして市

民自治をしっかり構築して本当に発展してい

ってほしいなと。 

私も首都圏全体の戦略を練る中で、相模原

市と連携していろいろ勉強をさせていただい

て、これからもお役に立てるように頑張りた

いという風に思っています。相模原の可能性

は絶大でありますので、どうか皆さん、頑張

っていただきたいと思います。今日はありが

とうございました。 

牛山 ありがとうございました。柴田さん、

先ほどだいぶ熱い部分を語られましたが、一

言。 

柴田 １５秒ですよね。二つあると思います。

一つは相模原市の教育ビジョンは「人が財産

(たから)」という風になっています。間違っ

ていませんよね。 

加山 そうです。 

柴田 極論を言えば、魅力のあるまちとは何

かというと、そこに集う人に魅力があるとい

うことだと思うのです。やはり人に魅力があ

るような教育とかまちづくりとか、このよう

な取り組みを進めていくということはとても

大切だという風に感じています。 

二つ目ですけれども、その魅力をちゃんと

発信できる仕組み。あと１分だけ。名古屋、

京都、大阪、それから熊本。この四つの市の

名前を聞いてぴんと来られる方はいらっしゃ

いますか。この四つの市はみんな、今年取り

組むことがあるんです。ご存じないでしょう

か。マラソンです。熊本市はマラソンを政令

市になる記念事業としてやるということらし

いのですけれども、私はマラソンという仕組

みがまちの魅力を伝えるにも、それからまち

の人々の魅力を伝えるにも非常にいい場では

ないかと感じております。 

すごく極端なお話をしてしまうのですけれ

ども、こんな取り組みでシティーセールスと

か都市間競争に打ち勝っていけるような、魅

力あるまちのハードとしてマラソン、そして

ソフトとして人、「人が財産(たから)」という

ところに着眼されてはどうかなという風に感

じています。 

牛山 ありがとうございます。 後に市長、

一言お願いします。 

加山 マラソンはやりませんけど、ツール・

ド・相模原はやります。自転車レースです。 

柴田 そうですね。 

加山 いろいろな視点はあろうと思いますけ

れども、相模原がこれからやっていかなくて

はいけないのはやはり周辺都市とも連携して

いく、広域連携をしていくということが必要

不可欠でございます。その中で広域交流拠点

といいましょうか、その中の中心的な市とし

て役割を果たしていけるような市になってい
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かなければいけない。もちろんそのためには

やはり今回の大震災の教訓の中で一番言われ

ている、防災に強い、市民が安全・安心に暮

らせる、その保証ができるような市にしなく

てはいけないということもございます。 

そしてやはり、私は思っているのですけれ

ども、１９の政令市がありますけれども、こ

こが全てだなんて思っていないのですね。特

に私どもをのぞいた１８の政令市というのは、

都市機能全てがある面では充実したり、出来

上がった中で政令市に移行されてきた。私た

ちはそうではありません。ただ、その可能性

を持っているのは、よその１８の政令市より

はうちが一番あるのではないかと。いわゆる

伸びしろがいっぱいあるところは相模原だと

思っているわけです。 

その中では、特にいろんな可能性があるエ

リアを持っています。先ほど言いましたよう

に２３０万人という圏域を持っておりながら、

未整備地域、そして基地の問題がありました。

これは市政を発展するためには非常に弊害が、

支障があった。ところがこれを逆発想で考え

ますと、人口密集地にそれだけの空間があっ

て、これがいよいよ日本政府を通して相模原

にも一部返ってくる。将来的には２１４ヘク

タールの米軍の補給廠も返ってくる可能性も

高い。こういった土地をうまく引き継ぐこと

によって、先ほど言いましたような市民福祉、

こういったものにつながる市政展開ができる。

まさに広域連携の中で、その中心軸にいる広

域交流拠点都市、これをしっかりつくってい

きたい。こんな思いを持っております。 

牛山 どうもありがとうございました。さま

ざまなご意見をいただきながら、政令指定都

市のあり方をこの相模原から考えてまいりま

した。相模原市も合併、そして政令市、そし

てさらには今後の地域開発やリニアの問題

等々、次から次へさまざまな課題があります。

市民の皆さんの中には、これらについてさま

ざまなご意見・ご議論があるところかと思い

ます。 

こういった課題について、議論はどんどん

していけばいいと思いますが、やはり一つは

「創る」という視点で議論を進めていく必要

があるんだろうなと思います。「創る」ために

は「壊さなくちゃ」いけないというご意見も

あるかもしれませんけれども、壊しっぱなし

ではどうしようもないですね。少なくとも、

今後の展望を切り拓く創造的な議論を相模原

市では、しっかり進めていく必要があるのか

と思います。今もお話がありましたように発

展可能性という点では、相模原市がそれを拡

大する余地が非常に大きいということですの

で、本当に暮らしやすい、そして安全・安心

な地域づくりという視点から、それらについ

て考えていく必要があると思います。 

会場からは、本当にさまざまなご意見をい

ただきながら全てにお答えすることができな

くて申し訳ございません。先ほど申し上げま

したようにいただいた意見につきましては事

務局のほうで可能な限りまとめていただき、

相模原市のホームページ等でお答えをしてい

くということになっております。時間をいた

だきますが、後ほどご覧いただければという

風に思います。それでは以上でこのシンポジ

ウムを終わりたいと思います。ご清聴、どう

もありがとうございました。 


